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 拡大事例        拡大の仕組みづくり 
 

一般社団法人江津青年会議所(中国地区･島根ブロック協議会)  
 
 

フィルターをかけない拡大推進と LOMの環境整備で成功！ 
 

 

(LOM基本情報)  (過去 5年の拡大状況)   
       

 2018年 1月 1日時点の会員数 85名  年度 入会 卒業 退会 増減 拡大率 
          
  

男性︓70名 
       

 
会員の男女別人数 

 2013年 15名 6名 6名 3名 33% 
 

女性︓15名 
       

   
2014年 18名 6名 10名 2名 38%  

活動エリアの人口 24,468名 
 

        

  
2015年 23名 8名 7名 8名 46%     

 

20~40歳の人口 3,863名 

       

  2016年 30名 5名 7名 18名 52% 
          
          

    2017年 25名 7名 8名 10名 33%   
(拡大実績) 
 

人口約 2万 4千人に対して会員数 85名という、人口比率は全国トップであり、純増し続けている数少ないLOM

です。フィルターをかけない会員拡大を推進し、個人事業主や会社経営者に限らず、誰でも活動しやすい環境

に重点を置いた取り組みを行い、会員一人ひとりが「誰かのために貢献している実感」を伝えていくことで共感者

を増やして会員拡大の成功につなげています。 

 
(拡大手法) 
 
○理事長 

 
･自らが率先して拡大を行い、メンバーを鼓舞 

 
○拡大委員会 

 
･年初に掲げた目標達成に拘り、LOM メンバーのモチベーションを維持するため SNS会員専 

 
用グループページに拡大の活動報告を投稿し続けた 

 
･異業種交流会などを実施し、候補者リストの拡充を行うとともに、講演会も併せて行うことで、 

 
入会に前向きになれる機会を創出 

 
･2018年度「マイメンバー」制度を設立。メンバー一人ひとりが最低 1人の候補者を挙げ、 

 

その候補者に対して JCの魅力を最大限に伝えられるように拡大委員会が先導する手法･仮入会

制度を導入(拡大委員会の取り組みの 1つ) 
 
○LOM 

 
『体制面』 
 
①例会時のベビーシッター制度 

 
②産前産後の休会制度 

 
③育児休会制度 

 
 
『金銭面』 
 
①同居家族･同一企業の正会員 

 
は 2人目以降会費半額 

 
②出向者会議費支援 

 
③バス交通費支援 

 
④各種登録料負担 

 
○その他取り組み 

 
『行動面』 
 
①懇親会出席の強要はしない 

 
②家族親睦会の開催 
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 拡大事例        拡大の仕組みづくり 
 

公益社団法人呉青年会議所(中国地区･広島ブロック協議会)  
 
 

入会金･会費無料の仮入会制度導入により倍拡！ 
 

 
(LOM基本情報) (過去 5年の拡大状況) 
 

2018年 1月 1日時点の会員数 67名 
  

会員の男女別人数 
男性︓65名 

女性︓3名  
  

活動エリアの人口 228,522名 
  

20~40歳の人口 44,163名 
  

 
 

年度 入会 卒業 退会 増減 拡大率 
      

2013 9名 18名 5名 -14名 12% 
      

2014 12名 11名 6名 -5名 20% 
      

2015 4名 8名 5名 -9名 7% 
      

2016 30名 8名 0名 22名 64% 
      

2017 14名 7名 8名 -1名 20% 
      

 
(拡大実績) 
 

2016年 8月 1日から 2017年 7月 31日までの褒賞対象期間中に 44名の入会を達成しました。2016年 8月

1 日時点のメンバー数は 47 名だったので、倍近い拡大に成功したことになり、2017 年度の全国大会で拡大褒

賞を受賞しました。 
 
 
(拡大手法) 
 
○拡大宣言文 

 

いつまでに、誰にアプローチをするのかを宣言させることで計画を確実に実行するようにし(拡大宣言文)、

アプローチする際には担当委員会のメンバーも必ず同行するようにしていました。 
 
○入会金無料･4か月間会費無料の仮入会制度 

 

入会金無料でまず仮入会してもらい、仮入会後 4 か月間は会費も無料(2017 年度の場合)とする仮入会制

度を採用しています。この仮入会制度により、より多くの方に門戸を広げることができ、結果的に多くの正式入

会に結び付けています。2017年度の拡大褒賞対象期間中の仮入会者 57名のうち、実に 8割弱の 44名が正

会員として入会しました。 

 
拡大宣言文 アプローチの様子  
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 拡大事例        拡大の仕組みづくり 
 

一般社団法人東広島青年会議所(中国地区･広島ブロック協議会)  
 
 

予定者段階の大号令が拡大成功の秘訣！ 
 

 
(LOM基本情報) (過去 5年の拡大状況) 
 

2018年 1月 1日時点の会員数 97名 
  

会員の男女別人数 
男性︓91名 

女性︓ 6名  
  

活動エリアの人口 192,905名 
  

20~40歳の人口 50,589名 
  

 
 

年度 入会 卒業 退会 増減 拡大率 
      

2013年 5名 8名 0名 -3名 9% 
      

2014年 8名 10名 0名 -2名 15% 
      

2015年 26名 7名 2名 17名 52% 
      

2016年 24名 10名 1名 13名 35% 
      

2017年 37名 10名 8名 19名 46% 
      

 
(拡大手法) 
 
○理事長の号令 

 

･次年度理事長が号令をかける。「拡大なくして LOMの繁栄はない、LOMの繁栄なくして地域の繁栄もな

い」 
 
○候補者のフィルターを外す 

 
それまでは、 

 
①紹介があった候補者 

 
②会社経営者や幹部だけを対象 

 
しかし、「社会を動かすのは会社の経営者だけではない」 

 

対象者を増やすため、市内の企業を訪問、40歳以下の候補者がいなくても、1年後にその会社から候補

者を紹介された。 
 
メンバー意識の共通化 クロージング 

 
･JCは人づくりを通じて地域づくり ･強引に入会はさせない 

 
を行う団体である。 ･複数で訪問するが、相手を見て何人が適切か考える 

 
･拡大をすることのメリットを全員が ･勧誘者が JCに入会して、成功したことを伝える 

 
考える ･関係性にもよるが食事をしながら勧誘すると可能性 

 
･拡大の褒賞パーティーでモチベーショ が高い 

 
ンアップ･リスト作りは全員で(必 ･会社に親や家族、経営者がいるときは一緒に話す 

 
ず候補者を上げて、もし昨年と同じ ･JCに対して疑問をもっている候補者には「一緒に 

 
名前であれば、再提出させる)。 いい団体に変えていきましょう」と声をかける 
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 拡大事例        拡大の仕組みづくり 
 

一般社団法人勝浦いすみ青年会議所(関東地区･千葉ブロック協議会)  
 
 

理事長が率先して動くことで倍拡！ 
 

 
(LOM基本情報) (過去 5年の拡大状況) 
 

2018年 1月 1日時点の会員数 30名 
  

会員の男女別人数 
男性︓28名 

女性︓ 2名  
  

活動エリアの人口 約 73,000名 
  

20~40歳の人口 約 12,000名 
  

 
 

年度 入会 卒業 退会 増減 拡大率 
      

2013年 2名 4名 0名 -2名 7% 
      

2014年 6名 3名 1名 2名 24% 
      

2015年 3名 6名 1名 名 11% 
      

2016年 2名 4名 6名 名 9% 
      

2017年 20名 5名 0名 15名 133% 
      

 
(拡大実績) 
 

理事長が大号令するに留まらず、自ら率先して行動することで、2017年度の年当初 15名の会員数から 20名

の入会を達成し、千葉ブロック協議会の 2017年度総括事業『さよならブロック』において、会員拡大褒章の LOM

パワー増加部門、純増率部門、目標達成率部門の 3部門全てで 1位を獲得しました。 
 

 
(拡大手法) 
 
○理事長 100人面談の実施 

 
理事長自らが入会候補者 100名と面談することを年初に宣言しました。 

 
○理事長自らが拡大委員会に出席し、候補者の情報を収集 

 

拡大委員会を担当副理事長を置かない理事長直属の委員会とし、拡大運動･拡大事業の構築に直接コミット

していきました。 
 
○公開例会の開催で候補者を呼び込む 

 
メンバー以外も参加可能な事業を開催して JCを知らない方々を含めた幅広い層から参加を募 

 
り、拡大につなげました。 

 
①かけっこ大会(4月度例会) 

 

近隣の大学と共催し、小学生を対象とした速く走るためのセミナーを開催しました。同伴した保護者に JC

に好印象をもってもらうことができ、入会候補者のリストアップにもつながりました。 
 

②クレイアートでカーネーション作り(5月度例会) 
 

母の日のプレゼントを製作する事業を開催し、広く一般の方から参加を募り、JC に好印象をもってもらい

ました。 
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 拡大事例        拡大の仕組みづくり 
 

公益社団法人諏訪圏青年会議所(北陸信越地区･長野ブロック協議会)  
 
 

候補者との交流を深め拡大に成功！ 
 

 
(LOM基本情報) (過去 5年の拡大状況) 
 

2018年 1月 1日時点の会員数 111名 
  

会員の男女別人数 
男性︓103名 

女性︓  8名  
  

活動エリアの人口 198,475名 
  

20~40歳の人口 37,922名 
  

 
 

年度 入会 卒業 退会 増減 拡大率 
      

2013年 22名 18名 1名 3名 18% 
      

2014年 10名 18名 2名 -10名 8% 
      

2015年 14名 24名 2名 -12名 13% 
      

2016年 16名 21名 4名 -9名 16% 
      

2017年 36名 12名 2名 22名 40% 
      

 
(拡大実績)  

2013年度頃まで 20名を超える新入会員を迎えてきました。  
2017 年度に 36 名という多くの新入会員を迎えることができましたが、入会が少なかった 3 年間の間にも新し

い入会候補者に常に声をかけ、リストを増やしてきたことも 36 名という過去最大の新入会員を迎える要因になっ

ていると考えます。 
 
(拡大手法)  
〇メンバーの意識付け  
･毎月の部会や部会の行事に、候補者を欠かさず連れて来る。  
候補者を連れて来ていないメンバーへは刺激になる。  
候補者にもメンバーとの交流や行事への参加で、JC活動を実体験してもらう。  
機会ができることによって、入会に前向きになって貰うことができる。  
＊部会は茅野･原･富士見、諏訪･下諏訪、岡谷と 3地域に別れており、それぞれの地域の行  
事(茅野どんばん等の夏祭り、諏訪湖マラソンや河川一斉清掃など)へ参加･協力･企画･  
運営等をしている。  

･入会申込書を受け取った際の写真を Facebookにリアルタイムでアップ(拡大専用のペー  
ジ作成)  

･Facebook で候補者の情報を共有し、候補者と接点のあるメンバーを探す。  
〇飛び込み営業  
候補者リスト以外で、各々が気になった会社等に飛び込み営業を行う。  
今までにはない新たな繋がりが増える。  
単年では結果が出なかったとしても、新たな候補者獲得の足掛かりとなる。  

〇シニアの先輩方の成功例  
昨年 7月に行われた第 183回例会に於いて、JCに入ったから成功したシニアの先輩方の講演  
を行った。この例会に候補者 30名が参加。  
実際に活躍されている先輩の講演でメリットを感じ、その日に入会を決めた候補者多数。  
･講演されたシニアの方々  
株式会社ヤマト 代表取締役 渡邊高志  
株式会社ライト光機 代表取締役 岩波雅富  
RAKO 華乃井ホテル 代表取締役 白鳥和美  

〇拡大担当委員会メンバーのモチベーションアップ  
10月までに 25名以上の入会が決定すると、理事長と担当副理事長が委員会メンバーを LOM内で褒章す

る計画を立てている。 
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 拡大事例        拡大の仕組みづくり 
 

一般社団法人枚方青年会議所(近畿地区･大阪ブロック協議会)  
 
 

理事メンバー1人につき最低 1人は入会させるという形で執行部が

自ら背中を示すことで会員拡大の勢いをつけることに成功。 
 
 

 
(LOM基本情報) (過去 5年の拡大状況) 
 

2018年 1月 1日時点の会員数 137名 
  

会員の男女別人数 
男性︓128名 

女性︓9名  
  

活動エリアの人口 404,152名 
  

20~40歳の人口 83,986名 
  

 
 

年度 入会 卒業 退会 増減 拡大率 
      

2013 34名 22名 12名 0名 26% 
      

2014 61名 19名 26名 16名 46% 
      

2015 53名 26名 24名 3名 36% 
      

2016 58名 33名 31名 -6名 38% 
      

2017 40名 28名 19名 -7名 27% 
      

 
(拡大実績) 
 

2017年年末に 137名スタートで 1月入会が 52名 ( 38％拡大達成 ) 
 

さらに 2018年 8月の最終入会に向けて合計 97名の入会が内定。(6／23時点) 
 

 
(拡大手法) 
 

○理事長所信から拡大目標が明確にされ、さらに、理事長の率先垂範のもと拡大の意識を、LOM 全体(出向者

も含む)に伝播。結果として理事メンバーは最低 1 人を入会させている。(ノルマやマストという表現は用いてい

ない。そういった雰囲気を作っている。) 
 

○拡大担当委員会名は「会員拡大･JCの魅力発信委員会」。単なる勧誘ではなく「JCの魅力を 
 

発信する」という行動を明確にしている。 
 
○夢を語り、志を移す会員拡大運動。「こういった事業を立案(企画)している。ぜひ力を貸して 

 
欲しい」など。 

 
○理事会前に会員拡大戦略会議を実施。 

 
○全メンバーが様々な候補者と接点を作り、JCの入会ありきではなく、まずは人間関係を構築し 

 
ていくという地道な作業を大事にしている。 

 
○100名拡大という明確な目標を掲げ(理事長所信に記載)、入会者ごとにシールを剥がしてい 

 
く「拡大ボード」を用いて、進捗状況、達成率をメンバーが視覚で認識しやすいようにしている。 

 
○異業種交流会の開催。JAYCEEのファンを増やす。 
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 拡大事例        拡大の仕組みづくり 
 

公益社団法人名古屋青年会議所(東海地区･愛知ブロック協議会)  
 
 

拡大会議を開催し、各委員会に会員拡大を意識づけ！ 
 

 
(LOM基本情報) (過去 5年の拡大状況) 
 

2018年 1月 1日時点の会員数 701名 
  

会員の男女別人数 
男性︓656名 

女性︓45名  
  

活動エリアの人口 2,319,467名 
  

20~40歳の人口 595,289名 
  

 
 

年度 入会 卒業 退会 増減 拡大率 
      

2013 147名 93名 63名 -9名 22％ 
      

2014 171名 77名 63名 31名 25％ 
      

2015 182名 100名 78名 4名 27％ 
      

2016 185名 88名 96名 1名 26％ 
      

2017 167名 62名 113名 -7名 24％ 
      

 
(拡大実績) 
 

入会月は 4月のみ、入会年齢は 35歳までという制約があるにも関わらず、2018年 1月 1日時点の会員数

701名となり、2017年度優秀拡大手法賞を受賞されています。 
 
 
(拡大手法) 
 

〇今年度方針である若い人財に入会していただくために、例年人数目標に加え、在籍可能年数をポイント化し、

ポイント目標を設定した。 
 

目標：170名･ポイント目標 1050ポイント･平均年齢目標 33．5歳実績：178名･1331

ポイント･平均年齢 31．42歳 
 
 

〇委員会別に目標値を自己設定させ 1月~4月まで約 4ケ月間を募集期間に設定。毎月「新入会員募集連絡

会議」を実施し進捗確認と、成功例や拡大活動に対する 課題などを共有した。 
 
 

〇毎年、名古屋青年会議所を PRする冊子を制作し、OBや関係諸団体へ配布することで、新入会員募集に繋

げた。 
 
 

〇オリエンテーション実行会議が主催する入会説明会をはじめとして、異業種交流会や他団体会員と交流など、

各委員会にて工夫を凝らして募集 活動を行った。 
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 拡大事例        拡大の仕組みづくり 
 

一般社団法人泉青年会議所(東北地区･宮城ブロック協議会)  
 
 

理念共感型拡大で 10年連続 33％拡大達成 
 

 
(LOM基本情報) (過去 5年の拡大状況) 
 

2022年 1月 1日時点の会員数 74名 
  

会員の男女別人数 
男性︓68名 

女性︓6名  
  

活動エリアの人口 287,921名 
  

20~40歳の人口 64,206名 
  

 
 

年度 入会 卒業 退会 増減 拡大率 
      

2018 21名 9名 8名 4名 33% 
      

2019 33名   7名 12名 13名 34% 
      

2020 28名 12名 8名 8名 33% 
      

2021 33名 19名 12名 2名 33% 
      

2022 32名 10名 6名 16名 33% 
      

 
 
(拡大実績)  

2013年から 10年連続で 33％拡大を達成しました。10年連続の 33％拡大は JCI泉というブランドイメージを

確立させた賜物でもあります。メンバー一人一人が広告等となり、青年経済人としての見本となるように、身だし

なみや礼儀作法を徹底しており、また、懇親会が終了し帰る際には皿を集約し、しっかりと御礼を言って店を後

にする紳士的な振る舞いを全国各地どこへ行ってもやり通しております。このような点が地元ではいい印象を

与え、JC に入ると成長できる可能性が高いという印象を与えています。拡大手法は、極めてシンプルで基本と

されていることをしっかりとやり抜くことが特徴です。地域になくてはならない青年の学び舎というブランドイメー

ジを確立しております。今日から取り組める拡大手法は、まずは意識変革なのかもしれません。そんな JCI泉が

実践している会員拡大の手法や考え方について説明してまいります。 

 
(拡大手法) 

 

･理事長の大号令(誰よりも拡大について考え理解していることが最低条件) 

泉は毎年、理事長が一丁目一番地に 33％会員拡大を掲げます。やはり、組織のトップが会員拡大を一番の

目標に掲げて、その姿をメンバーに魅せることが大切です。もちろん、「毎年成功しているから」という理由でた

だ掲げるのではなく、なぜ、拡大が必要なのかを考え、理解した上で、本当に必要だと思い掲げます。そして

掲げて終わりではなく、メンバーにしっかりとコミットします。候補者を連れてきたり、説明会や拡大会議に参加

したり、クロージングをかける際に同席したりと、コミットの仕方は、理事長によって様々です。ですが、全ての理

事長に共通して言えることは、どんな形であれ、1 年間寄り添い続けます。これが一番重要なことです。理事長

によって得意不得意は必ずありますが「寄り添う」ということは誰でもできることです。それがメンバーの助けにな

り、モチベーションに繋がっております。 

 

･拡大会議(拡大ディスカッション) 

全メンバーで会員拡大に取り組み拡大会議をより効果が得られる機会とするために、多くのメンバーにディ

スカッション形式で意見や考えを自由に発言していただく拡大ディスカッションを実施しております。メンバーに

当事者意識を持たせることと会員拡大に取り組むきっかけとして非常に有意義で効果的な機会となっておりま

す。その中で、拡大会議構成メンバーは担当を事前に決め、担いを全うしていただくことが重要です。また、で

きる限り多くのメンバーにオブザーブしてもらえるように工夫することも重要です。参加したメンバーは配属先の

委員会開催の際に拡大会議の内容について話をする時間があり、その際に次の拡大会議のテーマを発表し、

メンバー間で話し合いをします。 
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･泉青年会議所説明会 

正会員申請の前に必ず泉青年会議所説明会を受講しなければ入会できないという規定を設け、JC の目的

や活動で得られる機会について、そして JC の魅力を入会前の段階で伝え、少しでも不安を取り除いて入会し

ていただくことを目的に開催しております。JC の全てを説明しきれてはいませんが、参加者からの疑問や質問

に丁寧に答え、想いを持って説明することで入会前の不安を多少なりとも取り除いております。この組織は誰の

ために、何のためになぜ存在するのか、そして私たちは誰のために何のためになぜ、JC 活動をするのか、そも

そもの組織の目的と個人の目的を認識していただく機会となっております。自己犠牲感をもった会員は、いず

れ退会に繋がります。新入会員や候補者に胸をはって自らの組織を当たり前に説明できる、そんな会員が多

い組織を目指しております。 

 

･LOM内アンケート 

この組織は様々な思考をもった会員が多くいます。会員が組織に対して日常感じていること、この部分をメンバ

ーは認識する必要があります。良い所も悪い所も今一度組織体制を見つめなおす良い機会となっております。組

織にとって良い部分は伸ばす、悪い部分は排除する、そうすることで、会員の満足度、納得感、そして何より個の

力を発揮しやすい組織環境が構築されます。だからこそアンケートを取って、全員で組織をより良くする仕組みを

構築しております。 

 
･定款諸規定の見直し 

定款･諸規定審査会議を設け、時代に即した規定を作り、メンバーが活動しやすい環境を整えることを目的とし

て行っております。行動に必要なのは環境を整えることであり、つまりは組織を成長させることが必要不可欠で

す。毎年、9月の総会に向けて会議を複数回行い、題材には LOM内アンケートの回答も参考にしながら実施し

ます。組織が成長することによって良い運動に繋がりますし、拡大がしやすい組織へと変化することができていま

す。 

 

･メンター制度 

退会者やスリープメンバーを減らす一つの取り組みとして、メンター制度を取り入れております。地域に与える

影響力をより大きくするためには組織力を向上し、入会者数だけではなく参加率などの密度も高めていくことが必

要不可欠と考え、入会間もなく他メンバーとの関係性が薄い時期の新入会員に対して、専属のメンターが青年会

議所の活動に対する不安を取り除き、早期に新入会員との信頼関係を築くことで新入会員の組織定着をサポー

トします。また、メンターの質を向上させ、より高い効果を発揮するために、本制度の目的をメンター同士が正しく

理解し、お互いの成功事例や失敗事例を共有し合えるメンター会議も実施しております。 

 

･リストアップ 

JCI泉のリストアップの対象になる方は、第一段階として、メンバーが友人や知人に JCのお話をして興味を持

った方がリストに入ってきます。ですが、むやみやたらにリストアップしても、拡大担当者にとってもメンバーにとっ

ても時間の無駄になってしまいます。ですから、第二段階として、リストに名前や情報を書いて終わりではなく、そ

の人に JCの話をして我々とのアポイントを取るまでが紹介者の仕事としております。手帳に予定を書いた候補者

がリストアップという意識で実践しております。 

 
･多くの入口を設けて広く候補者を集める  
知名度のある講師(OB)による講演会事業、毎月の説明会、異業種交流会、そして個別訪問など、地域の青年

経済人に JC の存在意義や魅力を伝える場を様々設けることで、異なる入口にヒットする入会候補者を集めてい

ます。 
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･接見の準備 

入会候補者にお会いする際は、とにかく候補者の情報(仕事･役職･居住地･家族構成･趣味･特技･悩み事等)

を集めます。そして三人一組(室長、拡大委員長、紹介者など)で接見を行い、まずは JC の基本的な説明を行い

ます。その後に様々な視点から JCの魅力をお伝えします。JCの魅力をお伝えするうえで欠かせないのは会員や

OB の情報です。そのため、全メンバーとのコミュニケーションを心がけ、様々な会話の引き出しを準備しておきま

す。候補者の目線や目的に合うお話をし、入会を目的にせず、JC のことを知っていただくということを目的として

接見を行っております。 
  
･拡大ロードマップに基づく進捗管理  
ロードマップを作成し拡大運動のスケジュールを明確にしてメンバーで共有することで、意識の向上を図り

LOM全体で拡大運動に取り組む仕組みづくりを行っております。 

  
･メンバー一人ひとりが JAYCEE としての自覚をもつこと 

「自信をもっておすすめできる団体であるということ」が成功の最大の要因と考えています。地域のために良い

活動をしていて、個人の成長を最大限実現しており、決して飲み会ばかりで遊んでいるわけではない、一人ひと

りの JAYCEE としてのふるまいが会員候補者の心をつかんでいるものだと思います。 
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 小規模 LOM 成功事例       明石青年会議所(兵庫ブロック協議会) 
 

●明石 JCの会員の推移(2010年~2017年は各年初の会員数、2018年は毎月の会員数)  
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一時期は 140 人超在籍した会員が 2015 年期初には 27 人まで減少しました。事務経費を差し引くと事業費の

予算が 8 万円しか確保できず、先輩方からは、事務局員の解雇や事務局の閉鎖等を強く勧められました。第 56

代理事長 安福元則君はもう一度 LOM を活性化すると強く決断し、可能なチャレンジを全てやりきってから潰そう

と覚悟しました。 
 

第 1 回理事予定者会議で理事長が会員拡大についてのプレゼンテーションを行いました。拡大が難しいこと

ではないこと、拡大の必要性、拡大が成功した折には疲弊感が薄れ、会員が楽しく前向きに活動している姿を

想像させました。目標を倍拡の 27人に設定し、拡大委員会を設置せず、理事会構成メンバーで拡大会議行うこ

ととしました。 
 

明石 JC の 60 周年まであと 5 年。その周年を 100 人でお祝いしようという拡大 5 カ年ビジョンを提言し、個人

の拡大目標をノルマではないと明言し、自主的に宣言させ、連名の決意書を作成しました。 

 

 

●拡大手法 
 

2015 年は 2 月に上田博和先輩をお呼びしての拡大例会を実施し、50 人動員しました。当日 14 人仮入会い

ただきました。 
 

お酒を飲みながらの拡大を止め、紹介者にアポ取りまでお願いし、昼間にレストランで 30分間、青年会議所の

説明と入会のメリット、デメリットを説明しました。LOM の価値は過去の事業であると考え、過去の事業チラシと申

込書と入会説明書を持参しました。 
 

さらに先輩を巻き込むためとスピーディに拡大事業を行うため、シニアクラブ主催にてビジネスセミナーを開催

し、事業費も負担していただきました。実動は現役で行いました。 
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仮入会者で士業の方 6人にセミナーを依頼し、『6人の侍 ビジネスセミナー』を開催しました。 
 
その他、メンバーが講師になり小規模セミナーを数回行いました。 
 

仮入会は随時ですが入会は 11月一括としました。仮入会メンバーを各委員会に配属し、11月までメンバー

が緊張感をもって仮入会者に青年会議所の魅力を伝えました。 
 

仮入会者が 20人を超えたくらいで理事に満足感が出てきましたが、理事長が理事に対し勝手に目標を下げる

なと厳しく叱責しました。入会締め切り 1 週間前に目標まで 3 人不足していましたが、事務局に入会希望者から

飛び込み電話等、思いが通じたのか偶然が重なり締切日の理事会時点で 1 人不足の状態まで至りました。そし

て最後の理事会の 30 分前に見込者から電話があり理事会会場まで入会申込書を持参する旨、連絡が有りまし

た。理事会開会を遅らせ、最後の申込書を受理し倍拡を達成しました。 

 

2016 年には、前年の成功を受け、29 年振りにブロック会長を輩出することができました。会長を含め、役員 3

名と書記 7 名を輩出しました。最大の修練と成長の機会は出向にあると痛感する 1 年になりました。拡大手法に

ついては前年を踏襲しましたが、前年の成功要因の分析不足もあり、10 人の拡大となりました。例年であれば大

成功でありますが、拡大を誰かがやってくれるだろうと他人任せの風潮になってしまったかもしれません。 
 

2017 年は拡大委員会を設置しました。委員長がカリスマに頼らない会員拡大を提唱し、仕組み作りを行いま

した。サラリーマンの拡大も積極的に行い、信用金庫との共催セミナー等を行いました。様々なチャレンジを行

い、PDCA を繰り返し 31 人の拡大を達成しました。また前年のブロック会長輩出によりメンバーが成長したことを

受け、多数の出向者を輩出しました。 
 

人数が増えたことで疲弊感がなくなり、メンバーの自主性も高まったのではないかと感じています。活性化して

いる他 LOMを見て、25年主管していないブロック大会を主管したいとの機運が高まってきました。今後、拡大を

続け 100 人以上の規模を目指し、日本青年会議所本会への役員出向を輩出できる LOM を目指し活動してお

ります。  
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●明石市の概要(2018年 5月 1日現在) 

 

人口：297，080人(男性 143，422人、女性 153，658人)126，306世帯高齢化率：26．1％ 

 

 

 

源氏物語の舞台地であり、日本標準時の町として知られています。日本では東経 135度が日本標準時子午線

と定められ、線上の明石が「子午線のまち」として定着しました。子午線上の明石市立天文科学館には、日本標

準時を刻む大時計が設置されています。戦前から飛行機産業が盛んで、現在も飛行機製造メーカーや電子部

品メーカーがあります。阪神工業地帯、播磨臨海工業地帯の 1つであります。 

 

2016年 12月に東京で開催された B－1グランプリスペシャルに明石市として玉子焼(明石焼)を出展しゴー

ルドグランプリを獲得しました。 

 

 

(地理的概要) 

 

兵庫県の南側かつ淡路島の北側に位置し、その島が望める場所です。東西に長く、瀬戸内海(播磨灘)に面し

ている自治体です。古代から阪神と播磨を結ぶ陸上交通、本州から淡路島を経て四国に通じる海上交通の重要

な拠点になっており、明石海峡大橋開通前は明石フェリーが玄関口でした。市境はほとんどの部分が神戸市で

わずかに残る西側を播磨町、加古川市、稲美町で分けています。 

 

 

(交通アクセス) 

 

阪神高速 3号神戸線から続く第二神明道路が横断しており、大蔵谷 IC、玉津 IC、大久保 IC、明石西 ICが設

置されています。また、大阪~福岡を結ぶ国道 2号や、国道 28、175、250、427号が通っています。 

 

鉄道は JR と山陽電気鉄道があります。JRは 5つの駅があり、JR明石駅から JR三ノ宮駅(三宮)までの所要時

間は新快速で 15 分、JR 大阪駅(梅田)までは 37 分です。新幹線の駅は西明石駅に新幹線が停まります。市内

全域に Tacoバス路線が配備されており、淡路市に船で渡るジェノバラインが通っています。 
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 小規模 LOM 成功事例       魚沼青年会議所(新潟ブロック協議会) 

 
●魚沼 JCの会員の推移(2010年~2017年は各年初の会員数、2018年は毎月の会員数)  
 
 

  
25  

20  

15  

10 会員数 

5  

0   
 
 
 

 

(一社)魚沼青年会議所は発足当時、60名を超える会員数の団体でした。 

 

当時は『銀山カーニバル』という大きな野外フェスを行っているような活気ある地域活動を実施していました。 

 

 

近年は 15 名前後の会員数にまで減少し 2018 年度当初には 13 名まで落ち込み、なかなか地域にインパク

トのある事業を行えていないのが現状で、知名度も低くなっている状態が続いています。 

 

今後の運動を考えたとき会員拡大は最優先で取り組まなければならない課題となりました。 

 

確実に拡大を成功させなければならない状況の中で、いくつかの新たな取り組みを行いました。その結果、

毎月の様に入会者を生み、4月末時点で 8名の拡大に成功し、21名まで会員数が増えています。 

 

『リストアップ』→『青年会議所の説明』→『入会のお願い』→『入会の申し込み』という流れは例年通りの流れ

です。対象者によっては勤め先に訪問したり、例会に誘ってみたり、事業に協力いただいてみたりと様々なこと

を盛り込んで JC運動や会員のことを知ってもらう取り組みを行っています。 
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●魚沼 JCの 2018年度の拡大方法 

周年事業をチャンスととらえ、本当に自分たちがすべきこと、発信したいこととは何かということを具体化し、少

し背伸びをしなければ到達しない目標を掲げて仲間集めを始めました。事業にしても、仲間集めにしても目標

達成は義務ではなく、楽しみなことだという認識をメンバー全員でもち、これを地域の青年世代に一人ずつ伝え、

賛同を得ることを大切にして拡大運動を進めてきました。 

勧誘に行くと様々なマイナスの意見が飛び交います。お金の問題、時間の問題、能力の問題などいろいろ上

がってきますが、自分たちがやろうとしていることがそれ以上に楽しく意義があるものと感じてもらえれば様々な

問題点は自然と問題ではなくなってくると考えています。要は自分たちが大事に思っているところに共感を得ら

れていなかったのです。より確実に仲間集めを進めるため、今年から取り組んでいることが 3つあります。 

一つ目は勧誘の技術 UPです。 

日本青年会議所から配布していただいたマニュアルを魚沼版で作り、誰もが同じ認識をもって勧誘に取り組

める様にして自分たちの運動の意義や楽しみを説明できる様にしました。 

 

二つ目は勧誘熱の持続力 UPです。 

近隣 LOM との連絡会議を実施し、拡大担当者同士でそれぞれの拡大計画の実施状況の報告やこれからの

拡大活動の確認を行い、周りの LOM がどのような動きをしているか見えるようにするとともに、新たな候補者の

発掘や人脈の発見をすることで次への動きを止めない工夫を取り入れました。これにより、拡大担当者が失敗続

きになっても孤独感を感じないようにして、常に前を向いて動き続けることができるようになりました。 

 

三つ目は決定力 UPです。 

最終的な勧誘に伺うときは理事長または理事長経験者を同席するようにしています。 

JC には楽しいことや大変なことがそれぞれにあり、真剣に取り組んだ分だけ有益になっていくということをきち

んと説明するには理事長を経験した方が適任だからです。 

入会する以上は何かを自身の事業に役立ててもらいたいことから、意識を高めてもらうためのひと押しを理事

長経験者から伝えてもらっています。 

 

また、新潟ブロック協議会からのバックアップもあります。 

新潟県内の 22LOM がどのような拡大運動を行っているかの情報共有を進めていただいており、拡大状況を

毎月集計･報告するだけでなく、入会候補者に対する LOM の紹介方法や入会までのアプローチの仕方など

様々な成功事例･失敗事例の情報を集め、LOMの拡大担当者に情報を提供してくれています。 

 

小さな LOMにとっては、こういった事例の提供も励みになると感じました。 

会員が増えるほどに JC運動が楽しく意義のあるものになるという意識付けが魚沼 JCにとって、最も拡大成功

の秘訣になっていると感じています。 

 

会員拡大は本来、仲間集めです。楽しさがなければ仲間は集まらないと思います。自分たちの LOM の運動

が魅力的で楽しそうであり、会員自身も魅力的である団体になることが結果、拡大に繋がっていくと考えていま

す。 
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●魚沼市の概要(2018年 3月末現在) 

 

人口：36，696人(男性 17，930人、女性 18，766人)13，282世帯高齢化率：31．8％ 

 

2004年 11月 1日に、北魚沼郡堀之内町、小出町、湯之谷村、広神村、守門村、入広瀬村が合併して魚沼

市が誕生しました。2005年の総人口は 43，555人でした。 

 

 

(地理的概要) 

 

魚沼市は、新潟県の南東部に位置し、福島県と群馬県の県境に接しています。総面積は 946．76 平方キロメ

ートル、新潟県全体 7．5％を占めています。また、地域の面積の約 84％を山林･原野で占めており、南東に駒ヶ

岳(2，002．7m)平ヶ岳(2，141m)北東に守門岳(1，573．3m)浅草岳(1，585．5m)といった山々が連なる三国山脈と

西側の魚沼丘陵に挟まれた魚沼盆地の北方に位置しています。そのため、夏は高温多湿、冬は降雪量 10m を

超え、積雪深が 3mにもなる豪雪地帯です。 

 

市の中心部には、鮎･ウグイ(ハヤ)･カジカなど数多くの魚が生息する魚野川、その支流である破間川(あぶる

まがわ)、佐梨川、羽根川などの清流が田畑を潤しながら貫流しています。 

 

 

(交通アクセス) 

 

関越自動車道が横断しており、小出 IC･堀之内 IC が設置されています。また、東京~新潟を結ぶ国道 17 号

(三国街道)、福島県へ連絡する国道 252号(六十里越)、352号(銀山街道、枝折峠)などが通っています。 

 

上越新幹線浦佐駅が最寄りの新幹線の駅としてあり、首都圏、県内主要都市までの交通は便利です。また、

JR上越線と JR只見線もあり、新潟県と福島県を結ぶ交通の要の街となっています。  
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(2019年〜2024年 拡大成功事例)  
 

 
  

VOL.01 女性拡大に成功！ (東広島青年会議所編)   

VOL.02 拡大進捗状況の確認にはマニュアルを使う (東京ブロック編)  

VOL.03 周年のチャンスを生かし拡大率 250％に成功！ (三田青年会議所編)  

VOL.04 理事長の大号令とチェック機能の強化 (宮崎青年会議所編)  

VOL.05 ジェンダー平等の実現 (茅ヶ崎青年会議所編)  

VOL.06  拡大について特効薬はない！原理原則に従った拡大 (四日市青年会議所編)  

VOL.07 協力者を最大限に活用！ (山形ブロック(東根青年会議所･天童青年会議所)編 )  

VOL.08 やるべきことはやるけれど、これまでの手法にとらわれない (出雲青年会議所編)   

VOL.09 女性、20代会員の会員増強に成功するための組織づくり (久喜青年会議所編)  

VOL.10 入会したくなる LOMへと成長し、会員が増え続ける組織となる！ (有田青年会議所編)  

VOL.11 拡大の加速と退会者の防止！ (となみ青年会議所編)  

VOL.12 「DM」という新しい手法の取り入れ (沖縄ブロック編)  

VOL.13 女性会員のネットワークを活用 (甲府青年会議所編)  

VOL.14 男女問わず、職業問わず、国籍や障害等、その他何にも左右されないニュートラルな点で(岡山青年会

議所編)  

VOL.15 持続可能な拡大活動のための 5つの活動！(鳥取青年会議所編)  

VOL.16 全員拡大の意識向上のため~100名 LOMの場合~(高崎青年会議所編)  

VOL.17 退会者を減らして会員数をキープ！(大垣青年会議所編)  

VOL.18 多用なアプローチと拡大意識の向上(南陽青年会議所編)  

VOL.19 拡大に近道はなく、すべてはとにかく動くこと！(山口青年会議所編)  

VOL.20 勇気をもって組織変革。時代に即した拡大活動！(羽生青年会議所編)  

VOL.21 理事 1人に 2名拡大のノルマで確実な組織増強(海老名青年会議所編)  

VOL.22 次年度段階からの拡大活動と LOM全体の意識醸成(花巻青年会議所編)  

VOL.23 託児所の完備、女性講師によるセミナー、女性をターゲットに！(山梨ブロック編)  

VOL.24 拡大の重要な要素の設定と、それを達成する方法の確立(三次青年会議所編)  

VOL.25 卒業生が率先して拡大。成功 LOMの手法に学ぶ(下呂青年会議所編)  

VOL.26 情報発信の重要性(行田青年会議所編)  

VOL.27 SNSから新しい青年経済人を発掘せよ！！(静岡青年会議所編)※2021年度編集  

VOL.28 行政との協働から地域に必要とされる JC として認知度を向上させ会員拡大を実施せよ！！(丹波青年

会議所編)※2024年度編集)  

VOL.29 入れる拡大はコレ！オブザーバーの波をつくり一網打尽！！(島原青年会議所編)※2024年度編集) 

 

 

(2021年度の具体的な取組み) 
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VOL.01 女性拡大に成功！ (東広島 JC編)  
 
一般社団法人東広島青年会議所には現在、会員数 92名中、7名の女性会員が在籍されており、近年の女性会
員入会の実績は 2016年 3名、2017年 3名、2018年 4名と微増しています。 
近年の拡大活動の中でご意識されてきたことは、女性会員が活動しやすくするためにはまず女性会員をできるだ
け増やそうということを拡大委員長より発信し続けられました。 
そして、女性の入会候補者がいらっしゃった場合、女性会員が同行し、女性目線での話をする中で会全体からフ
ォローすることを約束し、入会に繋げています。 
また、1年間に 4~5回異業種交流会を行いますが、参加者のほとんどが男性であったため、女性も参加しやすい
よう、小規模ではありますが女性だけの異業種交流会も開催されています。 
青年会議所活動は例会、委員会も含め夜の時間帯に行うことが多いため、家庭を持たれている女性の参加は難
しいという現状がある中で、委員会については誰もが参加しやすい時間を考え、ランチ委員会や、早朝委員会を
行い、女性が参加しやすい環境を作る努力も行っておられます。 
懇親会も一次会、二次会と開催されますが出席の強制はしない、きれいなお酒の飲み方をする、会場の選定(女
性が入りやすいお店)を考え設営する等々、様々な取り組みを行っておられます。 
メンバー全員が参加しやすい環境を考え、実行することで女性も男性も活動しやすくなる組織へと繋げ、そしてそ
れが全ての会員拡大運動へと繋げておられます。 
 
VOL.02 拡大進捗状況の確認にはマニュアルを使う (東京ブロック編) 
 
東京ブロック協議会では、拡大セミナーを開催し、会員の拡大意識の向上を図っています。 
そして、東京ブロック協議会内の拡大担当の委員会より各 LOMに担当者を一名配置し、ブロックと LOM との連
携が取りやすい体制の整備が行われています。 
その体制のもと、月 2回の拡大状況確認の連絡が実施されております。 
 
この拡大状況の確認には作成したマニュアルを使用し、担当ごとにムラが出ないよう配慮されております。 
また、拡大状況の確認以外にも、各 LOMからの拡大に関するお困り事や相談事を吸い上げ、LOM毎にフォロ
ーアップを図るとともに、共有すべき内容の場合には全 LOMへの情報提供を実施し、協議会内全 LOMのフォ
ローアップにも繋げています。 
その他、具体的な支援内容としては、各 LOM開催の異業種交流会への参加、拡大候補者についての情報提供
(入会 1名、情報提供 2名)、各 LOMの例会での講演、準会員制度についてのフォロー、LOM拡大担当者との
打ち合わせや懇談、拡大本の配信が行われています。 
工夫を凝らした様々な取り組みのもと、拡大に向き合われていることがわかりました。 
 
 VOL.03 周年のチャンスを生かし拡大率 250％に成功！ (三田 JC編) 
 
今回は昨年度拡大率 250％を達成した兵庫ブロック一般社団法人三田青年会議所での会員拡大についての取
り組みをご紹介致します。 
一般社団法人三田青年会議所は年初 31名からスタートされました。2月末時点で今年の拡大目標である 20名
の拡大を成功させ、3月末ではさらに 4名が入会する予定です。とはいえ、元々拡大が強い LOMだったかという
と、そんなことはありません。 
 
近年、会員の減少による組織力の低下、奉仕団体との差別化の困難さなどによって、存在意義が見失われており
ました。そのような課題を持つ中、昨年度、兵庫県政 150周年、三田市制 60周年と時を同じくして創立 50周年
を迎えられました。 
この周年をチャンスと捉え、ただの周年イベント企画をするのではなく、持続可能な事業の実現のため、「仕組み
創造」を目的に掲げ、様々な取り組みをされました。 
具体的には 50年間主管してこなかった兵庫ブロック大会の主管、クラウドファンディングを利用した周年事業
(1000個のランタンを飛ばし、5000人の動員)、1000人規模の基調講演、8000人規模の防災減災フェスなどで
す。 
大きな事業ではありますが、知恵とアイデアを出し、LOMの負担を可能な限り下げることで事業を成功されまし
た。 
結果、市民や協力団体への認知度の向上に繋がり、あの大きな意味ある事業を行っているのは三田青年会議所
という印象付けに成功されました。 
そのような背景の中、51年目の運営も勢いを止めず、20名入会の目標を達成されています。 
三田青年会議所は拡大において、理事長の大号令、拡大の委員長が人一倍拡大に労力と時間を費やし、その
上で、LOM メンバーに拡大のお願いをすること、LOM メンバーは理事長や委員長の想い、そして拡大の意味を
理解して、1mmでも自分ができることを行うことが大切であると取り組んでおられます。 
時間を惜しまない。とにかくフィルターを取り除き、行動をすることで拡大に繋げておられます。 
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VOL.04 理事長の大号令とチェック機能の強化 (宮崎 JC編) 
 
今回は宮崎ブロック一般社団法人宮崎青年会議所様の会員拡大の取り組みをご紹介させていただきます。 
宮崎青年会議所では、新入会員候補者の募集期間を 2018年 11月 19日から 2019年 3月 31日までと定め活
動を行ってこられました。まず初めに対内向けの拡大セミナーを行い、メンバーの拡大に対する意識向上を図りま
した。 
 
ここで重視したのは、次の 3点をメンバーにお願いすることでした。 
①リストアップを 1人が 3名以上行うこと。 
②ひとつの委員会から 4名以上の確定者をお願いしたこと。 
③スリーマンセル(入会の新しい人、中堅、ベテランの三人一組)での提案を行うこと。新人、中堅、ベテランと立場
を変えて話が聞けることにより、候補者により深く JCについてご理解いただけたと感じました。 
 
上記内容に加え、 
･理事長へ常に拡大について語っていただきたいとお願いし、拡大担当者から委員会訪問、例会、理事会時に
繰り返し拡大に対するお願いをすることで、メンバーの拡大参加意識を醸成しました。 

･チェック機能を強化させるためグループ毎に担当者を設置し、進捗状況確認を直接メンバーへ繰り返し確認しま
した。 

･拡大会議はこれまで現状を各委員会に発表させ、進捗が進んでいなければ促すという委員会に任せてしまう形
でした。今回は各委員会から 2名以上の出席をお願いし、進捗が進んでいなければその場で委員会メンバー
に電話し、スピード感をもって候補者の進捗を進めました。 

･時期に合わせて数字を示し、メンバーへ目標達成度を共有、意識していただきました。 
3月になると候補者も減っていき、なかなか結果を出せない委員会もありましたが、その場合はグループ毎に目標
達成をしようと、メンバー全員が協力し合い拡大に臨む体制となられました。 
その結果、2月までの確定者は数名に留まっていましたが、締め切りの 3月最終的に 31名の拡大に成功されま
した。理事長の大号令から始まり、拡大担当者の方が情熱を持ってメンバーと関わりながら、それぞれに任せるだ
けでなくチェック機能を強化することで、全メンバーが一丸となって拡大に臨んでいく機運を醸成できたのだと感
じます。 
 
 
VOL.05 ジェンダー平等の実現 (茅ヶ崎 JC編) 
 
今回は神奈川ブロック公益社団法人茅ヶ崎青年会議所での女性会員拡大についての取り組みをご紹介致しま
す。 
公益社団法人茅ヶ崎青年会議所には現在、会員数 63名中、13名の女性会員が在籍されており、全メンバーの
20％になっています。近年の女性会員の入会実績は 2017年 2名、2018年 4名、2019年 4月時点で 3名と
年々増えていっています。 
 
近年の拡大活動の中で意識していることは、日本青年会議所としても取り組んでいる SDGsの中の「ジェンダー平
等を実現しよう」と、積極的に女性会員を増やしていこうとしています。そのために、異業種交流会としてヨガやコ
ーディネート写真撮影を開催し、そのまま懇親会を行うといった女性会員が参加しやすい企画を実施し、今まで
青年会議所に対して接点がなかった方々に対してのアプローチを進めています。 
 
現在は女性会員も多いので、懇親会の席でも女性中心の話題だったり、無理な飲み方をしない、出産･育児を理
由とする休会の場合は会費を免除するなど様々な視点で、多くの人が参加しやすい環境づくりを目指していま
す。 
 
また、現在の理事会構成メンバーに 3名の女性会員がいますので、例会や事業に対する意見も今までの男性側
の声だけでなく、女性目線での意見も聞かれ、より幅広い視野での事業展開が実現されています。 
LOM全体で、誰もが参加しやすい環境づくりを考えていくことが拡大活動に繋がり、組織の発展になっていくと考
えています。 
 
今後も積極的に女性が参加しやすい環境づくりを目指していきたいと思います。 
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VOL.06  拡大について特効薬はない！原理原則に従った拡大 (四日市 JC編) 
 
今回は三重ブロック一般社団法人 四日市青年会議所での会員拡大についての取り組みをご紹介致します。 
一般社団法人四日市青年会議所は 72名のメンバーで活動されております。四日市青年会議所も多くの LOM と
同じく、メンバーの減少問題を抱えておられました。 
 
しかし、2018年度は 20名の拡大を行い 5名の増加に成功されました。 
 
四日市青年会議所では年に 2回、理事会にて拡大会議を行います。 
 
委員会が作成した拡大対象者リストの確認から始まり、進捗状況の最新データの共有をします。 
 
拡大対象者とメンバーのマッチングを考え、関係の深いメンバーに拡大を行ってもらいます。 
 
各理事委員長が拡大の重要性と最新状況を伝えることで、LOM全体で拡大を取り組める仕組みを作っておられ
ます。 
 
また四日市青年会議所では Facebookを活用し、対外に向けて LOMの各事業の取り組みを紹介しブランディン
グに繋げておられ、メンバーを募集する記事で拡大の告知を行っておられます。 
 
拡大対象者や市民の方に「入会したい団体」だと思っていただくことが拡大の最初の一歩目であると感じておられ
ます。 
 
四日市青年会議所では拡大について、「特効薬はない」と考えておられます。諦めず、くじけず、当たり前の拡大
活動をとにかく粘り強く続けることが成功に結び付くと考え、拡大にあたっておられます。 
 
時には拡大対象者に 3年 4年とアタックして断られ続けることもありますが、とにかくフィルターにかけず、じっくり
と取り組むことが拡大に繋がることは間違いありません。 
 
地道な活動が数年後に花を咲かせると確信し、LOMの未来のために拡大活動を日々行っておられます。 
 
VOL.07 協力者を最大限に活用！ (山形ブロック(東根 JC･天童 JC)編 ) 
 
今回の特集は山形ブロック協議会の 2つの LOMの取組みを発信させていただきます。 
 
1つ目は、一般社団法人東根青年会議所様の会員拡大の取り組みをご紹介させていただきます。 
 
東根青年会議所は、現在 24名で活動していますが、本年の拡大の数値目標として、23名の拡大を目標値に設
定しました。 
 
拡大は 6人に 1人が入会すると考えられているという統計を参考に、現在 120名のリストアップをすることができ
ました。これから 6月までメンバー総出で候補者のもとへ出向き、一気に拡大活動を加速させます。 
また、山形ブロック協議会や日本 JCの拡大を推進する委員会に出向者を輩出し、拡大に関する情報収集や支
援を得ながら会員の拡大を行っています。 
 
 
さらに、スポンサーJCでもあります、近隣 LOMの公益社団法人天童青年会議所との連携も強化しており、活動
エリアが近隣で行き来しやすいという地域柄、お互いの活動エリアに地元の候補者が来た場合に交差しないよう
に活動エリアを整理し入会をフォローする取り組みを行っています。 
 
2つ目の、公益社団法人天童青年会議所は現在 42名で活動しております。 
 
理事長の大号令のもと、各現役メンバーより 3名ずつのリストアップからはじまり、候補者と身近なメンバーと数名
のメンバーで説明に伺います。OBに後押しのフォローをお願いすることも多くあります。 
東根 JCや天童 JCのように、さまざまな協力者を活用し拡大に繋げるといった取り組みが 20人~40人規模の
LOMを支えている根源になっているのかも知れません。 
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VOL.08 やるべきことはやるけれど、これまでの手法にとらわれない (出雲 JC編)  
 
今回は島根ブロック協議会 一般社団法人出雲青年会議所での会員拡大についての取り組みをご紹介致しま
す。 
出雲 JCでは理事長の大号令のもと、本年度は会員拡大の特別会議体を設置し、通年で会員拡大に対して様々
な取り組みをしておられます。 
 
まず全メンバーの会員拡大に対する意識の醸成を行うため、これまで OB諸兄を講師としてお招きし、2度の拡
大セミナーを行われています。 
 
セミナーでは各メンバーが主体的に、周りのメンバーを巻き込んで活動するための心構えや、拡大の際の実践的
なシミュレーションを学ばれました。 
 
学ばれたアポ取りや、訪問先での立ち居振る舞いは、拡大だけではなく、仕事にも活かせる手法であり、現在も
委員会単位での練習を繰り返しておられます。 
 
そして、拡大候補者のリストアップをより精度の高いものとするため、メンバーが多く集まる例会などの際に、リスト
を配布し閲覧していただき、なるべく多くの情報が集まるよう取り組んでおられます。 
また OB諸兄や候補者の関連企業の方からも聞き取りを行い、この先の拡大にも繋がるリストの作成、組織体にと
らわれず迅速な情報共有を行うため、全メンバーでのライングループの作成などを予定しておられます。 
 
これまでの手法にとらわれず、新しい挑戦を行いながら、「やるべきことをやる」実直な拡大活動を続けられておら
れます。 
 
VOL.09 女性、20代会員の会員増強に成功するための組織づくり (久喜 JC編) 
 
今回の特集は埼玉ブロック公益社団法人久喜青年会議所様の会員拡大の取り組みをご紹介させていただきま
す。 
公益社団法人久喜青年会議所は、現在会員数 62名中、女性会員が 11名(約 18％)、20代会員(平成 2年以降
の生まれ)が 8名(約 13％)と、女性会員並びに 20代会員の割合、人数共に埼玉ブロック 30LOMの中で一番高
くなっておられます。 
 
理事長の鼓舞により常に拡大への意識付けを行っており、またメンバー全員が会員拡大会議の配属メンバーとな
っています。 
 
日々の JC活動の中で、女性でも活躍しやすい環境づくりをしているのが特徴です。女性会員の多くが結婚され
子供がいる中での JC活動ですので、旦那さんやお子さんに配慮し、担当例会後に行う委員会の打ち上げは別
日の昼等集まりやすい日、時間帯を選択することもあります。 
 
久喜青年会議所では全員がアカデミー塾の塾生として、委員会の枠組みを超えて 3~4人が一組となるバディシ
ステムを導入しています。このバディシステムのミッションとして、バディで少なくとも月に 1回は顔を合わせ、スポ
ーツや食事会を通してお互いの委員会の進捗や拡大候補者の情報交換を行い、入会浅いメンバーや若いメン
バーでも気軽に会話ができる雰囲気づくりをしておられます。 
 
本年度は初めて理事メンバーに女性が加わり、女性目線での意見を取り入れることでより闊達な会議を行ってい
ます。 
 
また、女性メンバーだからと特別扱いせず、男性だから女性だからという考えを無くし平等に接しておられます。 
 
このような女性でも活躍できる環境を整えた結果、女性会員が増え活躍する結果となられました。 
 
20代拡大に関しては OB(特に歴代)のお子様を 20代のうちに入会していただくようにお願いしています。拡大は
同世代からの情報が集まりやすいため、20代が増えることで 20代の拡大情報が集まりやすく、その結果 20代の
拡大にもつなげています。 
 
久喜 JCでは、LOM メンバー全体で意識を高め、誰もが活躍できる環境づくりを行った結果、女性や 20代の会
員増強につなげていました。 
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VOL.10 入会したくなる LOMへと成長し、会員が増え続ける組織となる！ (有田 JC編)  
 
今回の特集は和歌山ブロック一般社団法人有田青年会議所様の会員拡大の取り組みをご紹介させていただきま
す。一般社団法人有田青年会議所は和歌山県有田郡に事務局を置く LOMです。 
有田郡市はおよそ人口 7万人の地域であり、現在 LOM メンバーは 24人で活動しておられます。 
元々、有田青年会議所は 30人前後のメンバーで活動しておられました。 
 
2017年、偶然にも卒業生が 10人と多く居られたため、メンバーの減少を余儀なくされたところから、拡大の重要
さを再確認し、拡大に力を入れられました。 
従来どおりの拡大活動では例年並みの効果しか得られないことが想像に難くありませんでした。 
 
それでは卒業生に対して新入会員の数が下回ってしまいます。このままではメンバーの減少を食い止めることが
できなくなることを危惧した有田青年会議所は抜本的な組織変革を進めていくことになります。 
有田青年会議所が思い描いた変革とは「入会したくなる LOMへと成長し、会員が増え続ける組織となること」でし
た。有田青年会議所では入会したくなる LOM となるためには、とにかくメンバー同士の仲の良さが最重要である
と捉えられました。 
仲が良いからこそ、例会に出席したくなる。青年会議所運動に力が入る。LOMが一丸となって全ての事業に取り
組める。そしてその仲の良さが強力なアピールポイントとなり、結果として拡大へと結びつくと考えられました。 
有田青年会議所は、メンバーが自信をもって LOMの楽しさをアピールできる組織へと変革を進めていきました。 
自信があるからこそ地域への情報発信も前向きに行うことができます。拡大対象者に向けてイベントも多く企画さ
れ、入会へのハードルを下げることに成功しておられます。 
拡大対象者と行うスポーツ例会では、ここでも有田青年会議所らしく、入会前から仲良くなれるように仕組みが作
られております。 
こうして、前向きな動きのサイクルを創造することができました。 
全てはメンバーの仲の良さが起点となる変革です。 
その変革の甲斐あって、年初 20名からスタートした有田青年会議所ではすでに毎月 1名の拡大に成功しておら
れます。今後も拡大活動を仲良く続けて、拡大率 150％を達成されることを確信しております。 
 
VOL.11 拡大の加速と退会者の防止！ (となみ JC編)  
 
今回の特集は過去 5年間で退会が 2名と退会者が少ない、富山ブロック公益社団法人となみ青年会議所様の
会員拡大の取り組みをご紹介させていただきます。 
 
本年の JC拡大会議では組織変革から組織拡大をテーマに、持続的に組織拡大をするために時代に即し、地域
のニーズを捉えた機動的組織に変革する必要があることを発信させていただいております。 
 
そんな中、となみ JCでは、女性会員が活躍しやすい環境づくりとして、出産に伴う年会費の減額、公開例会時の
臨時保育室設置等を行っております。 
 
その結果、3年前では女性会員比率が 1％でしたが、本年では 10％まで上がり女性会員の活躍が期待されま
す。 
 
このように、となみ JCでは組織変革の一手として女性が活躍しやすい環境作りへの取り組みをすることで女性会
員を着実に増やしています。 
 
また、具体的な拡大手法としては、全メンバーの情報を集め、ゼロから候補者リストを作成し、メンバー全員がスマ
ートフォンで候補者リストを共有できるデータベースを作成しました。 
本年は LOM全体で会員拡大を推し進めるために、足並みを揃える狙いとして、メンバーの名刺の裏に「明るく豊
かなとなみの実現を目指し、次代の担い手となる、人づくりをする青年団体です。」という文面を記載しておりま
す。この文面を入れる事により、となみ青年会議所が何をしている団体かということを示し、全員が口を揃えて言う
ことを徹底し、機運を高めています。 
 
さらに拡大担当の委員会が例会とは別に公開委員会を開催し、拡大意識が高まった中で拡大の具体的な手法を
全会員で共有できるよう日本 JCシニアクラブ拡大支援委員会副委員長中田善弘先輩をお招きし、アポ取りのテ
クニックやアタックのテクニックを共有しました。 
 
このように LOM全体の足並みを揃えることで、気運を高めています。 
気運が高まった結果、拡大を加速させることに繋がり、退会者防止へと繋がっています。 
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VOL.12 「DM」という新しい手法の取り入れ (沖縄ブロック編) 
 
今回の特集は沖縄地区沖縄ブロック協議会様の会員拡大の取り組みをご紹介させていただきます。 
 
沖縄管内の青年会議所の会員数も全国と同様の推移にて年々減少しております。私たちが知りうる限りこの 10
数年、県内の各青年会議所は歴代理事長、OB･OG会員の縁故を用いた拡大を主として行ってまいりましたが、
数年間スパンに渡って継続して拡大を続けること(もしくは減少を食い止める)は残念ながらありません。 
様々な環境の変化や、会員の多様化が進む状況を踏まえて、沖縄ブロック協議会として新たな拡大手法に取り
組むこととしました。入会したくなる要素として、「魅力のある活動をしている」事と、「魅力のある人間が存在する」
事が必要となると考えます。これらを現在の拡大手法である「縁故」を頼りに拡散する事はこれまでの会員数であ
ればそれなりの成果を示すことができたかもしれませんが、会員数の多寡により結果が異なると考えました。 
 
「会員数≒拡大の動力」の考え方から離れ、仕組みとして拡大を行う必要があると考えました。 
まずは、30代経営者の企業リストを作成し、DMのテンプレートをブロック協議会が各 LOMへ提供します。これは
LOMの負担を少しでも減らし、全県 LOMに渡って、同じクオリティーで、かつ限られた時間内で効率的に会員
拡大を行うためです。DMについてはわかりやすく目を引くキャッチーな文言を入れ、各企業に届いたファックス
が、最終的に JC入会への決済権を持つ経営者や役員へ手渡されるよう内容についても工夫をこらします。 
 
ファックスで送るため白黒印刷になることも考慮してデザインをします。各 LOMはこれを用いて活動範囲の抽出
した企業にファックスで DMを送り、反応のあった企業にアプローチをかけます。 
現在県内には 60,000の事業所が存在します。これらの事業所全てが拡大の対象と位置づけています。 
2018年度 10LOMから構成される沖縄ブロック協議会では 34.4％の拡大率を達成しました(2018年スタート時
232名、拡大数 80名、卒業生 35名、退会者 6名で 39名純増)。 
 
具体的な手法としては各 LOMの拡大手法を共有し、切磋琢磨できる環境を整える拡大会議の実施、および拡
大ロールプレイ実施、拡大委員長から SNSやメルマガ発信による意識向上や、毎週第 3金曜日を拡大 DAY と
する事などの取り組みを行いました。 
 
以上のような従前の活動を継続しながら、今後の拡大の手法に DM という新たな考え方を取り入れ、本年の運動
を展開致します。 
 
VOL.13 女性会員のネットワークを活用 (甲府 JC編)  
 
今回の特集は山梨ブロック一般社団法人甲府青年会議所様の会員拡大の取り組みをご紹介させていただきま
す。 
 
一般社団法人甲府青年会議所には現在、会員数 94名中、16名の女性会員が在籍されており、多くの女性会員
に活躍していただいております。 
 
女性にスポットを当てた 1つの事業として、県内の女性会員のネットワークを活用し女性中心の事業、ベーコンク
イーンコンテストを実施しました。 
 
責任感を持って生き生きと活動している女性会員が女性入会候補者に良い影響を与える土壌が醸成されてお
り、それが女性会員の拡大につながっています。 
 
これは去年全国大会宮崎大会でアワードを受賞している事業にもなります。 
 
このような取り組みを行って、女性会員の活躍の場をどんどん広げていき、多様な価値観を受け入れ、JCのブラ
ンディングを高めていき、女性に限らず、メンバーの拡大につなげています。 
 
入会候補者との面談時には、候補者と同系統の職種の会員にも同行してもらい、JC活動が仕事に活かされるこ
とや JC活動の楽しさを伝え、一般参加が可能な例会、事業には多くの入会候補者をお招きして、JC活動の魅
力を感じていただき、入会につなげていけるように活動しております。 
 
また、年に 2回会員拡大会議を開催し、会員拡大に対する意識を喚起し、組織全体で会員拡大に取り組む意識
を醸成し、組織全体で拡大に取り組んでおります。 
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VOL.14 男女問わず、職業問わず、国籍や障害等、 
その他何にも左右されないニュートラルな点で (岡山 JC編) 

 
今回の特集は岡山ブロック公益社団法人岡山青年会議所様の会員拡大の取り組みをご紹介させていただきま
す。 
 
公益社団法人岡山青年会議所は認証番号 9番の歴史ある LOMであり、会員は 2019年度年初 100名で活動
されております。岡山青年会議所の会員数は年毎に増員しており、拡大に成功しておられます。 
 
一見、順調に見える岡山青年会議所ですが常に順調に成長してきたかというと、そうではありません。 
特に数年前には会員が 60人を割り込もうかというまで減少した時期があります。 
 
このままメンバーが減少してしまうと青年会議所活動が制限されてしまうと危惧した岡山青年会議所は拡大に力を
注いでいき、それからというもの毎年メンバーの増員を果たしております。 
 
岡山青年会議所では「執行部が拡大の重要さを知り、発信すること」が大切であると考えておられます。 
 
特に必要なのは理事長の大号令。これを実践しておられ、理事長は毎月の例会の際に必ず LOM メンバーに拡
大のお願いをされます。さらに今年度は、LOM メンバーを対象とした拡大セミナーを開催されました。 
 
小田原青年会議所の上田先輩をお招きし、メンバーへ拡大の大切さを伝えられました。まずは LOM メンバーの
目を拡大に向けることから始められ、現在 18名の拡大と、目標に向かって順調に推移しておられます。 
 
ただ、岡山青年会議所は拡大活動に当たり、またしてもある問題に直面します。 
 
それは「誰を拡大対象にすべきか」という問題でした。 
 
青年会議所活動には時間とお金を費やすことを否定できません。ある意味、マッチしている方でないと入会でき
ないと言えます。そうすると、拡大対象者が岡山青年会議所にマッチしているかどうかが問題になってきます。こ
の問題はすなわち「誰が岡山青年会議所のメンバーとしてふさわしいか」を問うような課題でした。 
この課題に岡山青年会議所は正面から向き合いました。今後の青年会議所は地域に対して開けていなければな
らない。我々がメンバーを選んではいけない。地域の青年が我々を選んで入会するのだ。 
 
そして入会したいと思われる組織でいないといけない。 
 
岡山青年会議所は拡大対象者を勝手に振るいにかけないようにすべきとされています。この考えをもって、男女
問わず、職業問わず、国籍や障害等、その他何にも左右されないニュートラルな視点で拡大を続けておられま
す。 
 
まさに今、岡山青年会議所は拡大を通して、志のある青年ならば誰もが入会できる、青年会議所の基本に立ち返
るような根本的な組織変革を遂げようとしておられます。 
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VOL.15 持続可能な拡大活動のための 5つの活動！(鳥取 JC編) 
  
今回の特集は、鳥取ブロックは鳥取 JC様の会員拡大の取り組みをご紹介させていただきます。 
公益社団法人鳥取青年会議所は 2011年より 100名越の会員数を継続しており、現在、会員数 104名で活動を
行っております。 
  
会員拡大を重点活動項目として取り組んでいるなかで、全メンバーによる能動的な行動と青年会議所の可能性
や魅力の再認識が重要であると考え、2014年の理事長の大号令のもとに会員拡大特別委員会を設立しました。 
そして、持続可能な拡大活動にするため 5つの活動の徹底を行いました。 
  
1．メンバーから拡大対象者の情報抽出 
2．拡大リスト作成 
3．異業種交流会(対象者参加)開催 
4．拡大連絡会議で進捗状況･新規情報の共有 
5．クロージング時のマッチング 
 
全メンバーで拡大に取組む意識付けを行い活動した結果、2014年 32名、2015年 40名の 
会員拡大と大きな成果を得られました。 
これは会員拡大成功事例として、鳥取ブロック協議会の会員会議所会議の場でも発表した実績となりました。 
2016年以降から現在まで、苦戦を強いられる事もありますが、着実に結果を残しています。 
2014年の志高い取組みが礎になり、現在も引継がれています。 
  
しかし、今後訪れる課題と向き合い、準備しなければなりません。 
･卒業による大人数の会員数減少 
(今後 6年間で毎年 10~15名の卒業予定者) 
･退会者問題 
(質より人数を重要視してきた LOMであるものの、相対して退会者問題は常につきまとう) 
これらの課題を乗り越えるために、拡大活動と並行して、メンバー個々の質を高め、組織力向上に繋げる事も重
要視しています。だれひとり取り残さない持続可能な組織になるために、全メンバーができる取組みを着実にする
事を求めています。 
 
VOL.16 全員拡大の意識向上のため~100名 LOMの場合~(高崎 JC編)  
  
今回の特集では、群馬ブロックは高崎 JCの会員拡大の取り組みをご紹介させていただきます。 
公益社団法人 高崎青年会議所は近年の会員拡大運動の努力が実を結び、年初 110名スタートという群馬ブロ
ック内でも多くの会員数を誇る LOM となりました。 
  
同じ志を持つ会員を増やすことで、多様な価値観･意見･行動が重なり、より斬新でより良い発想が生まれ、より大
きな運動が展開できると考えておられます。 
そのためにも、高崎青年会議所全体で「高崎青年会議所の魅力」を考え、発信し、入会に繋げるため、本年度は
竹内大樹委員長を中心に『想いを大きく拡げ、仲間へ繋げろ！！』の委員会基本方針のもと委員会メンバーが仲
間を増やすことへ真剣に向き合い、現役メンバーはもちろん先輩諸兄へ向けて想いを大きく拡げ、一人でも多く
の仲間を巻き込んでいき「150名 LOMの必達」を目標に日々拡大運動を行っておられます。 
  
本年の取り組みとして、まずは会員の拡大意識向上を実現させるため、「すき。を拡げて仲間を増やせ！！ 〜JC
の魅力を見出そう〜」をテーマに、参加した会員各々が高崎青年会議所の魅力を見出し、一人でも多くの候補者
に伝えられるようにすることを目的として、2月の通常総会に併せて対内事業を開催されました。 
  
事業では、「JCの魅力」を伝えられる映像を制作し放映することで視聴効果により分かりやすくメンバーに伝え、
熱意ある OBを講師としてお招きし「自身が JCの魅力をどのように発信しているのか」を伝えて頂き、委員会ごと
にディスカッションを行われました。 
  
また「候補者紹介カード」の活用方法を説明するなど、事業を通して会員拡大の大切さはもとより、高崎青年会議
所の活動を振り返るとともに、青年会議所を通じて出会った仲間たちの大切さを再認識することで、全員拡大の
意識向上に繋がった効果もあり、6月時点で群馬ブロック内では最多となる 19名の入会を達成し、今年度の目
標数の 150名 LOM必達に大きく躍進されておられます。 
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VOL.17 退会者を減らして会員数をキープ！(大垣 JC編)  
 
今回の特集では「いかにして退会者を減らし、会員数をキープするか」の視点で拡大を進める、岐阜ブロックは大
垣 JC様の会員拡大の取り組みをご紹介させていただきます。 
  
公益社団法人大垣青年会議所では例年、退会者が 1％未満と低水準で推移しており、その退会者の少なさが、
会員拡大に効果を生んでおります。 
それではどのようにして退会者のほぼいない LOMを作ることに成功したのでしょうか。 
  
大垣青年会議所の拡大の期間は 1月~8月となります。 
この期間に入会したメンバーは 9月より翌年 1月の新年互礼会を迎えるまでの期間「入会予定者」として活動をし
ていくことになります。 
また、拡大の委員会も 9月より入会予定者のフォローをする係に回り、入会予定者に寄り添います。 
  
1月の新年互礼会で入会予定者はアトラクションを披露します。数か月の間、アイデアを練り、鍛錬した渾身のア
トラクションに場内が沸きあがります。 
  
新年互礼会でのアトラクションを終えて、入会予定者は現役メンバーとして入会が認められます。 
  
ここで大垣 JCが作りたかったものとは、入会予定者段階での同期の絆です。 
共に助け合い、励まし合いながら、本音でぶつかることのできる同期の絆があることが、退会者の少ない最も大き
な要因であるとおっしゃられます。 
そして、新年互礼会での成功体験が同期の絆を確かなものにします。 
がんばった者に送られる万雷の拍手が、次なる挑戦へのステップになります。 
人と人で繋がっていれば、多少の困難があっても助け合い、乗り越えることができる。 
人は人でないと磨けないと言うように、大垣青年会議所では拡大の委員会が人を磨く役を全うして下さっておりま
す。 
 
VOL.18 多用なアプローチと拡大意識の向上(南陽 JC編) 
  
今回の特集は山形ブロック一般社団法人南陽青年会議所様の会員拡大の取り組みをご紹介させていただきま
す。 
 
南陽 JCでは、2016年度に南陽 JC未来ビジョンを策定し、5年後の 2021年度までに総会員 70名の目標を掲
げ、毎年 13名の入会を目標として会員拡大を成功に導いております。 
2019年度現在では既存会員数 46名でスタートし、今日までに 8名の会員拡大に成功しており、総会員数 54名
で活動しております。今年度も未来ビジョンの目標人数 13名を達成すべく、メンバー一丸となって、会員拡大に
取り組んでおります。 
 
未来ビジョンの目標人数を達成するうえで重視しているのが、メンバー全員で拡大を進めていくということです。メ
ンバー一丸となって会員拡大に取り組むことで、LOM全体の意識変革、結束力を持ち、若いメンバーの会員育
成にも相乗効果を発揮し、退会者を防ぐことにもつながっています。 
このような取り組みを行うことで、メンバー一人ひとりが JCの魅力を発信できる能力を生み、組織の発展、強化へ
とつながり、持続可能な拡大運動を実現できると考えております。 
 
そして、メンバー全員で拡大を進めていく要点として、大事にしているのは、毎月、必ず開催する拡大会議です。 
リストアップ情報を共有して、状況を全員で把握をする。それに基づいて、行動するサイクルをつくりあげていま
す。 
拡大会議に参加できなかったメンバーには、拡大会議の情報を委員会で伝え、委員会の中でも拡大会議を開催
しています。 
 
これによって、多様なアプローチを可能にすると共に、メンバー一人ひとりが拡大を意識することで、LOM全体を
巻き込んだ拡大を可能にするところに重点を置いております。青年が惹きつけられる組織へと変革するために、
組織の在り方、JC との向き合い方を今一度見つめなおすとともに、メンバーの成長の機会を創出し、組織を進化
させてまいりましょう！！ 
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VOL.19 拡大に近道はなく、すべてはとにかく動くこと！(山口 JC編) 
 
今回の特集は、中国ブロック公益社団法人山口青年会議所様の会員拡大の取り組みをご紹介させていただきま
す。 
 
山口 JCでは、昨年末の予定者段階で 2019年度は 31名でのスタートが予測されておりました。年々、減少傾向
にある会員数に、これまで拡大の必要性を理解しながらも、結果的には成果が上がりませんでした。 
本年度は蔵増理事長のもと「拡大の手法をあれこれ考えるのも悪いとは言わないが、とにかく動くことが一番大
事！！」と、まずは責任ある立場である、理事から動いていくことを力強く発信され、理事長自身が複数名拡大を
されたことをきっかけに、徐々に拡大熱がメンバーへ伝播されていきました。 
 
目標を 20名と掲げ、手法としては全会員からのリストアップや、理事会後に毎月拡大会議を行ってきました。また
LINEを利用し、スムーズな拡大情報の発信するように致しました。特別な手法などは無く、地道にコツコツと諦め
ずに動いてこられました。 
 
一定数の拡大が成功した時点で、今入会をすれば同期の新会員も多いということで、比例的に拡大は広がって
いき、今では入ったばかりの新会員からも拡大をしてくれる現状となりました。 
 
また拡大が成功している現状から、OB会員からも自然発生的に拡大へのご協力をいただける現状となり、成果
が成果をよんでいる現状となっています。現在 60名 LOMにするべく目標を上方修正し、異業種交流会なども企
画しています。 
 
拡大担当の石橋委員長は、「最初は拡大をすることが嫌いでした。しかし、東広島 JCの木村優一君の拡大セミ
ナーを聞き、拡大に真正面から向き合うことで、いろいろな人と出会いの機会をいただけることが何より楽しくなっ
てきた」と語ってくれました。 
また、2020年度は中国地区コンファレンスの主管に向けて、事業を成功させるためにも会員を増やしたいという
気持ちが、フォロワーメンバーにとって、わかりやすく具体的な目標ができたことも拡大成功の要因です。拡大に
近道はなく、全てはとにかく動くことだと思っています。 
 
VOL.20 勇気をもって組織変革。時代に即した拡大活動！(羽生 JC編)  
 
今回の特集は、埼玉ブロック一般社団法人羽生青年会議所様の会員拡大の取り組みをご紹介させていただきま
す。 
羽生 JCは今年度、見事に拡大を成功させておられます！年初 22名よりスタートして、入会者がすでに 10名に
達していらっしゃいます。それに対し、卒業予定者は 1名ですので、大幅な純増となることは間違いありません。 
 
さて、そのように拡大に成功した羽生青年会議所ではどのような取り組みが行われたのでしょうか。 
 
まず、最初に行ったのがメンバーがみんなで考えることでした。「どうすれば拡大が成功するのだろうか」「なにを
変えると拡大に繋がるのだろうか」様々な意見が出る中で、「拡大対象者が参加しやすい公開例会をするべきで
ある。入会のハードルを極端に下げることで拡大がしやすくなる」のアイデアが採用されました。 
この公開例会で実際に採択されたものは「バブルサッカー」でした。 
 
珍しいスポーツを採用したことにより、拡大対象者を誘いやすくなり、公開例会は大成功に終了したのです。 
結果は大成功となった公開例会でしたが、議案作成の段階では壮絶な議論が執り行われました。 
「バブルサッカーをして、なんの学びがあるのだ」「ハードルを下げると青年会議所の良さまで下がってしまう」 
 
ここが羽生 JCのターニングポイントでした。 
メンバーの意識が時代に沿って変わろうとしている時に、組織が変わることができるかどうか。羽生 JCは勇気をも
って、組織が変革することを選択しました。そして、選択の結果、メンバー11人の純増を達成することができたの
です。 
 
そして、組織変革を迎えた羽生 JCは、今後、次なる課題に取り組むこととなります。入会のハードルを下げつつ
も、青年会議所らしさを伝える研修プログラムとは。人数が増えたことで、活動の密度を薄めないようにする方法と
は。時代に沿ってメンバーの意識を変えることで、組織は変わることができます。その過渡期にある課題をひとつ
ひとつクリアすることにより、令和の時代にマッチした青年会議所活動ができると信じています。 
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VOL.21 理事 1人に 2名拡大のノルマで確実な組織増強(海老名 JC編) 
 
今回の特集は、神奈川ブロック公益社団法人海老名青年会議所様の会員拡大の取り組みをご紹介させていた
だきます。 
  
海老名 JCは、2019年度は LOM メンバー59名でスタートをさせていただきました。 
  
ここ数年、海老名 JCのカラーとして会員拡大に力を注いできました。 
  
その結果、メンバーそれぞれに拡大に対する意識が芽生え、拡大活動に邁進し会員数は上昇傾向にありました。 
  
そのような環境の中、今年度は曽根理事長のもと、(拡大 50名必達)と(会員拡大日本一)を目標に掲げ、メンバー
全員で取り組んできました。 
  
近年の会員拡大についての意識、またこの勢いを築いてくれたのが曽根理事長です。 
  
まずは理事メンバーが率先して会員拡大に取り組み、年初には最低でも理事メンバー1人につき、2名は会員拡
大しようと決めました。 
  
それを達成するため、拡大対象者リストを作成し、メンバー皆に共有。そのリストをもとにどのようにアプローチする
かを検討するため、何度も拡大会議を開催しました。 
  
また、理事会においては、全理事に拡大状況、拡大リストを報告･共有し、常に会員拡大への高い意識を保てるよ
う密に連絡を取り合いました。 
  
その結果、理事メンバーのみならず、全メンバーが協力してくれる環境が醸成され、拡大活動を最も重要視するこ
とで、今年度の新入会員も拡大活動に貢献してくれるようになりました。 
  
また、業種や年齢によりアプローチのやり方も変わりますが、拡大会議で話し合い、対象者が入会していただける
よう努力を重ね、今年度は過去最多人数の 105名の会員拡大を達成しました。 
  
メンバーの会社の従業員であったり、アルバイトの方、また今年度が最後の年でもある、今年 40歳になる方も対
象の視野に入れるよう、メンバーに協力をお願いしました。 
  
「あと 1年しかない」という考え方ではなく、「あと 1年もある」と発想を転換し、青年会議所という団体は 1年もあれ
ば必ず学べることがあると語ることで、40歳の方々も入会に至っています。 
  
会員数の増加は、メンバー自身の成長だけでなく、LOM全体の組織力向上にも繋がると確信し、海老名 JC メン
バー全員が(拡大無くして未来はない)という曽根理事長から頂いた言葉を心に刻み、今後も拡大活動に邁進して
まいります。 
  
また、来年 2020年は海老名青年会議所 40周年という大きな節目の年でもあります。 
  
今年度の卒業生も多い中、引き続き会員拡大に力を注ぎ、海老名青年会議所の伝統として拡大活動に邁進し続
けることで、たくさんのメンバーを巻きこみ、40周年という大切な年をより多くのメンバーで盛大に祝えるよう、メン
バー一同妥協なく覚悟を持って活動してまいります。 
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VOL.22 次年度段階からの拡大活動と LOM全体の意識醸成(花巻 JC編) 
 
今回の特集は、岩手ブロック公益社団法人花巻青年会議所での会員拡大についての取り組みをご紹介致しま
す。 
 
花巻 JCは、2019年度年当初 68名の会員が所属しておりましたが、1月に 21名もの新入会員を獲得して、7月
末日までに 32名の会員拡大に成功、現在の会員数は丁度 100名となっております。 
 
花巻 JCの拡大手法の特徴は次年度段階からの拡大活動と LOM全体の意識醸成、そして全員での拡大です。 
 
まず、次年度段階からの拡大活動について、花巻 JCでは毎年 8月までに当年度の拡大活動にめどをつけ、次
年度拡大委員長が決まる 9月以降は、翌年に向けての拡大活動を行っています。 
 
次年度段階では、拡大候補者との面談の際に当年度の拡大委員長等の他に次年度拡大委員長や次年度拡大
担当副理事長等が同席をし、次年度拡大担当者が経験を積むと同時に年度が替わった後にもスムーズに候補
者とのやり取りができるようになっています。 
 
次に、LOM全体の意識醸成ですが、花巻 JCではまず事務局の内装から拡大への意識づけを行っています。 
2019年度は、今年のイメージカラーである黄色の画用紙に「拡大語録」を書いたものを事務局の壁にちりばめ(1
月 1日から事務局の内装を拡大モードにするため、次年度拡大委員会が 12月 31日の夜に作業をしたそうで
す。)、拡大目標達成までのカウントダウンを掲示し、更に新規入会者と紹介者を記載した紙を貼りだしています。 
なお、こちらのカウントダウンの両脇には上田理事長が貼られており、理事長が自ら率先して LOMの拡大に対す
る雰囲気を盛り上げています。 
 
理事長が先頭に立って拡大を推進する雰囲気を作り、それに加えてこれだけ事務局内に拡大についての掲示が
されていれば、メンバーが事務局を訪れる度に拡大への意識を高めることができます。 
もう 1点、花巻 JCでは、拡大委員会全員と、その他の委員会の副委員長･副議長･次長そして正副理事長と顧
問、監事からなる「拡大実行委員会」を作っており、毎月会議を開催すると共に、拡大会議の LINEグループで拡
大の状況について情報共有をしています。 
この拡大会議 LINEについて拡大委員長が特に意識をしていることは、こまめに投稿をして意識喚起を続けること
です。 
また、拡大会議の機会や LINEグループ等で、もし拡大 0名が続いた場合、LOMの人数がどう変化していくかを
具体的に数字にして説明し、メンバーに拡大に対する危機感を植え付けました。 
更に、委員長に加えて、顧問等も叱咤激励の投稿をしたことで拡大会議構成員の意識も高まりました。 
これによって、拡大会議構成員である副委員長が各委員会から入会候補者の情報を吸い上げ、新入会員の獲
得に大きな力を発揮しました。 
最後に、花巻 JCでは毎月 1回から 2回程度、会員と入会候補者の交流会を開催しています。 
この交流会には拡大委員会だけでなく理事長や専務、候補者の紹介者等も参加し、入会候補者との懇親を深め
ます。 
この場で JCに興味を持ってもらうことができた方は、後日再度アポをとって拡大委員会から LOMについての具
体的な説明をし、入会に結びつけています。 
このように、花巻 JCでは、前年度からの切れ目のない拡大活動に加え、拡大委員会に加えて理事長、副理事長
や監事、顧問によるメンバーへの意識づけ、そしてそれに応じて全員が情報を提供し、交流会等拡大活動に参
加することで、拡大委員会任せではない全メンバーによる拡大活動が可能となっています。 
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VOL.23 託児所の完備、女性講師によるセミナー、女性をターゲットに！(山梨ブロック編)  
  
今回の特集は、山梨ブロック協議会での会員拡大についての取り組みをご紹介致します。 
  
今年度山梨ブロック協議会では、県内 11LOMの拡大担当の情報共有や、拡大手法の確立を目指し活動してま
いりました。 
  
ブロック全体でも年初 303名という、決して大きいとは言えないブロックですので、各 LOMで協力し合う必要があ
ると考えました。 
  
まずは毎月、拡大会議を開催しました。 
各 LOM拡大担当の方や理事長の皆様にご参加いただき、拡大状況の確認、成功事例･失敗事例の共有、外部
講師によるセミナー、ロールプレイングなどを行い、各 LOMの特性を活かした拡大手法の確立や、LOM同士の
協力体制などを構築してきました。 
  
また、毎月会議を重ねるにつれて、LOMによっては拡大に対する意識の差が見えてきたので、その際は副会長
とともに LOMへ出向いて、拡大に対する意識の向上を図るなどの対策を行ってきました。 
  
そして 7月には事業として、山梨県全域を対象とした異業種交流会を開催しました。 
  
女性も気軽に参加できる交流会を実現したいと思い、託児所の完備、女性講師によるセミナー、華やかなチラシ
のデザインなど、委員会メンバーの協力を得ながら様々な工夫を考え計画を進めていきました。 
  
その結果、託児所の利用は 18名、参加者 57名中 25名と半数近くの方が女性の参加となりました。 
また、今回の異業種交流会では、お互いがお互いを応援し合い、さらに大きな力が生れていくことをイメージし、
山梨ブロック全体の PR動画を作成しました。 
  
動画の中では「やってみよう」というメッセージを前面に出し、まずは青年会議所会員が参加者の方を勇気づけ応
援することが大切だと考えました。 
  
活発な交流が行われた締めくくりに PR動画を会場で流し、異業種交流会は大盛況となりました。  
成果としては、現時点で参加者のうち 10名が入会に至っております。 
  
山梨ブロックのスケールメリットを活かした交流会を開催し、JCのメリットをより伝えやすかったと好評をいただいて
おります。 
  
その後も引き続き毎月の拡大会議を継続して開催しております。 
  
山梨ブロック協議会の皆様は、34％拡大目標に向け、全体が一丸となって目標達成をするべく突き進まれていま
す。 
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VOL.24 拡大の重要な要素の設定と、それを達成する方法の確立(三次 JC編)  
 
今回の特集は、広島ブロック一般社団法人三次青年会議所での会員拡大についての取り組みをご紹介致しま
す。 
 
三次 JCは今年度、16名スタートから現在は 9名の拡大に成功し、拡大率は 50％以上であり、そのうち女性会員
が 4名入会しています。 
 
現在は 25名となり、女性会員は 5名となっています。 
 
拡大をしていく中で重要なことは、 
1 色んな媒体を利用しての拡大担当者の情報収集 
2 拡大につながる例会及びイベントの開催 
3 アポ取りの技術 
4 女性会員の拡大 
5 会員一人ひとりへのフォロー体制 
以上の 5つのポイントが重要だと捉えられ、 
 
1 会員からの紹介、SNSから得る情報、イベントへの参加など、どんな情報もご活用されています。 
2 拡大につながる例会を計画、主にセミナー形式で対外を対象とした例会、大規模な異業種交流会を開催され
ました。 
3 拡大をするにはアポ取りができなければ、何も始まらないと同じであるため、その技術を磨かれました。 
4 女性会員が増えることで組織としてのイメージ向上及び意識改革に繋げられています。 
5 一人も取り残さないためには、各メンバーの状況を把握し、個々にフォローを行うよう努められています。 
三次 JC会員拡大室 今田俊平室長は、「青年会議所という団体ほど入会の動機がばらばらである団体はない、
という話を耳にしたことがあります。 
 
青年会議所活動を始める「きっかけ」はどんなものでもよいのではないかと思っています。 
どんなきっかけであれ、まずは青年会議所活動に参加してほしい。 
 
そしてその活動を通じて楽しさを感じながら、生涯つきあえる仲間を作り、自らも青年経済人として成長すると共
に、脈々と受け継がれてきた先輩方のまちづくり、ひとづくりへの高い志を感じ取り、いずれは三次市のために一
緒にまちづくり、ひとづくりの活動を行う同士になってほしいと思っています。」とおっしゃられています。 
 
VOL.25 卒業生が率先して拡大。成功 LOMの手法に学ぶ(下呂 JC編)  
 
今回の特集は、岐阜ブロック一般社団法人下呂青年会議所様の会員拡大の取り組みをご紹介させていただきま
す。 
 
下呂 JCは現在 12名で活動しておられます。 
 
昨年、一昨年と入会者は 0名。もとより拡大は大事だと感じていたメンバーもより一層現実的な危機感を持たれた
とのことです。このままでは LOM消滅が現実に起きてしまいます。 
一番危機感を持たれたのが卒業生であったとのことです。 
 
今年度の卒業生は 3名。 
この 3名が「お世話になった LOMに残せるものはなんだろう」と考えた結果が拡大でした。 
 
今まで拡大をした上で効果を生まなかったことを実感した下呂 JCは拡大の手法を改めることから始められたそう
です。全国の拡大成功 LOMの手法を学び、拡大の秘訣を学びました。 
 
その中で、特に拡大に成功している兵庫ブロックより拡大クロージングを教わり、実践してみたところ、長年アプロ
ーチを続けても入会しなかった対象者が、見事に入会するという成果を上げました。 
LOM消滅の危機から始まった新たな拡大のアプローチにより、4名の拡大に成功。メンバー数も純増となりまし
た。さらに次年度は 10名拡大を目指して活動されるとのことです。 
下呂青年会議所は「良い手法があればすぐに真似をする」というポリシーをお持ちです。 
そのポリシーこそが組織の変革を促すことに間違いはありません。 
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VOL.26 情報発信の重要性(行田 JC編) 
 
今回の特集は、埼玉ブロック公益社団法人行田青年会議所での会員拡大についての取り組みをご紹介致しま
す。 
行田青年会議所は本年度 37名スタートで、現在 20代~30代前半 4名の同志を拡大しています。人数だけで見
ると拡大運動の成果はあまり出ていませんが、近年の入会者が若い年齢であると共に、退会者も 0名が続いてい
ます。 
 
私たち行田青年会議所では年当初、行田市内新聞折込に新年新聞と題し、行田市民に対して本年度の行田青
年会議所の方向性を発信すると共に、全メンバーの紹介や行田青年会議所ホームページ紹介など、年当初から
広報ツールを活発に活用しております。 
 
また、一般市民が参加できる事業では積極的にプレスリリースを発行し、青年会議所運動を広く外部へ発信する
ことで、多くの人々を巻き込む運動を行っております。 
 
さらに、対象者へ青年会議所をより簡単に知っていただくため、名刺の裏側にメンバー募集を入れると共に、行田
青年会議所案内パンフレットを新たに作成しました。 
 
そして、新入会員に対しては、1年間メンバーや OB各諸団体に対し自己紹介する時間を、例会後懇親会や新
年会、OB との交流する際に設けると共に、紹介者制度として入会後 1年間は新入会員に対する一切の責務を
負う制度を設けることで、拡大だけではなく 1年間掛けて青年会議所運動に馴染める環境を醸成しております。 
そして、更なる組織変革を次年度へ向け進めて参ります。 
 
 
VOL.27 SNSから新しい青年経済人を発掘せよ！！(静岡 JC編)※2021年度編集) 

 

SNSから新しい青年経済人を発掘せよ！！ 
 
□拡大事例 S N Sを活用した情報発信による組織発展モデル 

一般社団法人 静岡青年会議所(東海地区･静岡ブロック協議会) 

 

 

(LOM基本情報) 

2021年 1月 1日時点の会員数 156名 

会員の男女別人数 
男性：146名 

女性：10名 

活動エリアの人口 693,389名 

20~40歳の人口 138,447名 

 

 

(過去 5年会員状況) 

年度 
期首 

会員数 
入会 卒業 退会 増減 拡大率 

2017 192名 27名 34名 20名 －27名 14% 

2018 165名 43名 26名 20名 －3名 26% 

2019 162名 30名 34名 21名 －25名 19% 

2020 137名 50名 24名 7名 ＋19名 36% 

2021 156名 74名 26名 24名 ＋24名 47% 

 

 

(2021年度の実績) 

組織構築 
拡大担当の常任理事及び理事委員長が、正副理事長及び各常任理事

と各理事委員長の陣頭指揮を執る組織体制 
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リストアップ 
目標人数 67名の 5.7倍(383名)を目標として、スプレットシート管理によ

る全メンバーへのリアルタイム共有(最終リスト数 491名) 

情報発信 
全理事と拡大担当委員会メンバーの LINEグループ 

各委員会メンバーと拡大担当委員会メンバーの LINEグループ 

面談 
LOM として予定した個別面談予定日と全体説明会 

個別メンバーが取得したアポイントへの少数メンバー同席の面談 

クロージング 拡大担当委員会メンバー主導の入会申込書取り付け 

フォロー 

面談取り付けを行ったメンバーが紹介者となり、同じ委員会に配属した上

での継続フォロー 

拡大担当委員会主導の新入会員例会や同期会の実施、同期 LINEグ

ループによる情報共有 

 

(2021年度の具体的な取組み) 

 

 拡大担当の常任理事と理事委員長が、正副理事長及び他の常任理事と理事委員長の陣頭指揮を執る形で組

織を構築し、全常任理事と全理事委員長のミーティングを以て年間の目標人数と各委員会の目標人数(2021年

度の目標人数 67名)を定めることで数に対する責任感を生み出しました。 

 

過去の拡大実績等を参考に予定者段階において、目標人数の約 5.7倍である 383名の拡大候補者のリストア

ップに努め、当該年度スタートと同時にリストを基に拡大活動に動き出せる準備を行いました。 

また、拡大活動専用の LINEグループを全理事と拡大担当委員会メンバーのグループ及び各委員会と拡大担

当委員会メンバーのグループを作成し、LOM全体に各自の拡大活動や新規情報、進捗状況を共有できる体制

を予定者段階で整えました。 

 

      
 

 当該年度がスタートしてから、特に重視したことは候補者との面談数です。 

過去の実績より 4名~5名の候補者と面談のうえで青年会議所の魅力を伝えることができれば 1名は必ず入会

します。LOM としても週 1回の面談予定日を設け、拡大担当委員会が予定日に向けて候補者へのアプローチを

実施しました。 

その上で必要になってくるのが面談を取り付ける拡大候補者の情報の数です。予定者段階において準備され

たリストは、確度の低い数合わせの候補者や拡大活動の進め方が分からない歴の浅いメンバーからの情報も含ま

れており、個別で積極的に拡大活動に邁進できるメンバーが得る新規の候補者情報こそが必要不可欠です。 
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取引先や知人の紹介など、既知の方法に加えて活用をお勧めしたいのが、Facebookや Instagramなどの 

SNSです。SNS上では年齢や職業など、こちらが得たい情報を候補者自身が発信しています。自らの地域に在

住しているか、20歳〜40歳なのか、事業は何をおこなっているのか、調査しやすいことは非常に大きなメリットで

す。 

 

       
第一に公開されている情報から入会候補者に該当する青年経済人か判断します。 

次に候補者に該当する方にメッセンジャーや DM、電話を駆使してアポイントを試みます。この点において注意

すべきことは、相手に対して先入観を持たずに成長の機会を提供する、自らにとっても地域の青年経済人と交流

するという心がけを持つことです。 

そして、アポイントを承諾いただける方の中には会社員や専業主婦、今後起業を考えている方など大勢いま

す。(直近で入会された 124名のうち約 3割が個人事業主や会社員)自らフィルターをかけるのはやめましょう。 

また、次に大切なことは、成立した面談に拡大担当者や拡大活動の経験が乏しいメンバーを同席させること、

場合によってはその後の入会申込書の取り付けや入会後のフォローを引き継ぐことです。こうすることで LOM全

体に候補者に対して先入観を持たないこと、多くの青年経済人に成長の機会を提供しようという意識、青年会議

所の魅力を発信していこうという意識が拡がっていきます。 

LOM全体の意識変化はコロナ禍における不安の中で「行動を起こそう」という意識を持った地域の青年経済人

に強く作用し、拡大成功に繋がり得るものとなります。 

 
以上の手法により、静岡青年会議所は 2020年度コロナ元年の中でも 50名の入会(36%)、2021年度は LOM史
上最高の 74名を入会(47%)へと導いています。 
大切なのは、青年会議所メンバーから閲覧してくださる青年経済人の皆様へ、様々なツールを介して青年会議
所運動を力強く発信していく『地域のインフルエンサー』になることです。それこそが組織全体で行動していく全員
拡大へ繋がっていくと考えます。 
 
 
VOL.28 行政との協働から地域に必要とされる JC として認知度を向上させ会員拡大を実施せよ！！(丹波 JC
編)※2024年度編集) 
 
今回の特集は、兵庫ブロック一般社団法人丹波青年会議所様の会員拡大の取り組みをご紹介させていただきま
す。 
 
通年 34名程度の会員数が 2016年 1名、2017名-1名により 2018年には 21名まで会員数が減少。もとより拡
大は大事だと感じていたメンバーがより一層現実的な危機感をもって会員拡大を実施しました。このままでは
LOM消滅が現実に起きてしまう。 
2018年、会員拡大委員長のワンマン拡大により 10名の会員拡大に成功したが、持続可能な会員拡大ではない
と、2019年に委員会のノルマ制や事務局に誰がどれだけ拡大しているかを視覚で分かるシステムを実施し、7名
の入会。その後も精力的に会員拡大を実施するが、大きく会員数を伸ばすことはできなかった。 
 
大きく成功したのは 2023年 理事長の方針に「行政との協働」が全委員会に課せられた。 
目的としては「まず地域に必要とされる LOMになることと、地域の認知度を向上させること」が目的であった。 
作戦としては対外例会、対外事業の議案書が作成できた時点で「市政･県政に議案書を持参し相談ベースで例
会や事業のアドバイスをもらう」ことでした。これにより、青年会議所の活動･運動をまずは行政が知ることができ、
もし行政が「これはぜひ協力させてほしい」という例会や事業があれば「協働」という形になり「まちに必要とされる
LOM」に近づくという構図でありました。 
 



38 
 

見事に 1つの例会、２つの事業の合計 3議案を行政との協働が実現。行政より JCの例会や事業に、人員、資
金、広報を協力いただいた。資金に関しては、行政がまちの銀行を回って協賛を募ってくれたりもしました。そし
て、会員拡大に大きく効果が出たのが広報でした。 
今まで広報と聞くと条件反射的に我々の LOMのアカウントからの「SNS」が浮かんでいましたが、行政がまちの広
報誌の表紙、２ページ目と 3ページ目を全て青年会議所の記事を取り上げてくれました。また、市政と県政の両
方の広報課の SNSにも事業の広報をうってくれたため、丹波 JCの事業の広がりはとてつもない加速をみせまし
た。またそれを見た各紙新聞社が事業の実施の記事、夕方の地域の TVニュースに大々的に取り上げてくれ、丹
波 JCは地域から「必要な存在に見せること」に成功しました。またそれを見た関西 TVから事業で行った手法を
アイドルグループWEST(旧ジャニーズ)と一緒にやってほしいと収録依頼をいただき、市政、県政とともに出演さ
せていただき、それも大々的に我々や行政とともに SNSや地域新聞や広報誌で PR し、更なる運動の発信を行
いました。 
こうなると地域から「入りたい」「ウチの息子を入れてやってくれ」という流れが起こり、理想的な会員拡大を行うこと
ができ、過去最高の 16名拡大を達成することができ、人口 50000人台のまちで会員 50人を達成することができ
ました。 
 
企画者の委員長は JCの理念である「青年に社会により良い変化を起こすためのリーダーシップと成長の機会」を
得ることができ、また多くの青年に社会により良い変化を起こすためのリーダーシップと成長の機会、つまり会員
拡大の理想ができたと考えます。 
それも「青年が若きリーダーの国際的ネットワークを先導する組織となる」つまり、様々な地域のネットワークを巻き
込むことに成功した結果でありました。 
JC活動を実施するうえではやはり理念を意識し、どういう方針と手法を実施すれば「JCの理念」が達成されるの
か、を考えて実行することが重要で、それをせずに数ばかりを追いかける「入れる拡大」ばかりしていたら、「地域
から必要とされる LOM」になることが難しくなってきます。せっかくするのであれば、地域からありがとうと言ってもら
える「地域に必要な団体」になっていくべきであると思います。 
「JCだけで企画+JCだけで実行+JCだけで事業報告」をいかに無くし、企画段階から行政や第三者に「これ、や
ってみましょう」と言ってもらえる JCの理念共感型拡大が今後も増えていくことが会員拡大の成功に一番必要なこ
とであると考えています。 
 
 
VOL.29 入れる拡大はコレ！オブザーバーの波をつくって一網打尽！！(島原 JC編)※2024年度編集) 

過去より 50名程の会員数で活動していた長崎ブロック 島原 JCですが、2022年、2023年と事業で忙しく会員拡
大に注力できない年が 2年続き、会員は 2024年期首 31名にまで落ち込みました。2024年 日本青年会議所 
会員拡大委員会に相談をもちかけ「オブザーバー一網打尽作戦」をご教授いただきました。 
2024年 4月例会 18人のオブザーバーを招致し、1晩で 10人の拡大に成功。5月 11日現在 20人の拡大に成
功している。 
その作戦は、①どの例会でオブザーバーの波をつくるか決める ②多くのオブザーバーが例会参加 ③懇親会
を利用して一網打尽する作戦です。 
①どの例会でオブザーバーの波をつくるか決める、に関しては、例えば 2月、5月、8月例会にオブザーバーを
15人、会員数が多い LOMであれば 20人、30人を呼んで例会を行う、ということです。しかし、ここで大事なのが
「必ず懇親会までのアポを取り付けておくこと」です。 
オブザーバー15人が参加した例会が終わりました。懇親会に移動します。懇親会が始まり各テーブルでオブザ
ーバーもメンバーも楽しい懇親会が開催されています。そして懇親会終了の時間まで残り 30分のときに理事長
が拡大委員長に合図を出します。ここからが一網打尽作戦が始まります。 
 
拡大委員長より「それでは皆様！本日ご参加いただいた 15名のオブザーバーの皆様に一言ずつ、本日の例会
の感想をいただきたいと思います！それでは○○君からお願いします！」←この○○君は入会確度が高いオブ
ザーバーから一言をもらうのがポイントです。(※ＪＣメンバーは静かにオブザーバーの言うことをジッと見ている。) 
○○君「本日は島原ＪＣの 4月例会に参加して勉強になりました。ありがとうございました。」←だいたいみんなこれ
を言います。 
拡大委員長「○○君ありがとうございましたー！それでは○○君、島原ＪＣに入会していただけますでしょうか⁉」 
とみんなの前で聞きます。入会確度が高いオブザーバーのため「私、入会します！」となると、今まで各テーブル
で盛り上がっていた懇親会が一つになり、大歓声が起こります！ 
拡大委員長「それでは、次に○○君、本日の例会に参加してみて、ご感想をお願いします。」 
→次の方から、断りづらい雰囲気になっている。流れに任せて入会する人が多く出てきます。また入会に至らなく
ても前向きな返事しか言えない状況が作られているため「前向きに検討します」「会社･家族に相談します」などの
前向きな返答が多くなります。 
昨今「クロージングができない」という拡大の悩みが非常に多く聞かれます。 
この作戦は「みんなで集めて」「みんなでクロージングする」いわば「全員拡大」を体感する作戦であり、メンバーの
一体感を感じることができます。 
 

目次へ 
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第 2章 

拡大につなげる人財育成 
 
 
 
 
 

 
公益社団法人 日本青年会議所 
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 山梨ブロック協議会 2018年度 目標達成セミナー 
 
 

 

PDCAの習得による拡大目標の実現 
 
 
 

 
(事業目的) 
 

･目標達成の体系化について学び、会員拡大に取り入れることで、各地青年会議所の拡大目標達成につな

げます。 
 
 
(基本情報) 
 

･実施日時 2018年 3月 15日(木)18：30~20：40 
 

･実施場所 山梨県立図書館 2階多目的ホール 
 

 
(事業概要) 
 

･参加者には事前に拡大目標数の入会候補者のリストを作成していただき、目標を達成するための PDCA に

ついて株式会社 ZUUビジネスソリューション事業本部森大地氏より講演をしていただきました。 
 

･ワークショップを行い会員拡大の目標に対する課題･解決案･実行までのプロセスを作成していただきました。 
 
 
(事業の成果) 
 

･PDCA を回すことによる目標実現の手法を学ぶことができました。拡大のみならず、社業などにも活かすこと

ができました。 
 
 
(特記事項)  
 

･その後の会員会議所会議にて、理事長より拡大の進捗状況の報告をし

ていただいており、事業の成果を実行につなげる努力をしています。 
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 新潟ブロック協議会 2018年度 奇跡を起こす人財への道 
 
 

 

「奇跡を起こす人財」の育成事業の実施 
 
 
 

 
(事業目的) 
 

･各地会員会議所における「奇跡を起こす人財」の育成及び自己の成長への意識を醸成します。 
 

 
(基本情報) 
 

･実施日時 2018年 02月 03日(土)15：30~17：00 
 

･実施場所 新潟県民会館大ホール 
 

 
(事業概要) 
 

･各地会員会議所理事長、専務理事及び各地会員会議所会員を対象に、公益社団法人日本青年会議所

LOM支援グループ日本アカデミー会議議長中山治君、同グループ JCプログラム実践委員会曽布川洋平

君を講師に招き、会員拡大と人財育成の重要性を説明し、日本アカデミーの参加推進､ JCプログラムの模

擬体験をしていただきました。 
 
 
(事業の成果) 
 

･日本アカデミーや JC プログラムの有用性を理解し、新潟ブロック協議会全体の人財育成への意識をさらに

向上させ、自ら「奇跡を起こす人財」となる意識を創出することができました。 
 
 
(特記事項) 
 

･「奇跡を起こす人財」の育成による会員拡大をうたった会頭所信を実現するために実施した事業であり、参

加者には公益社団法人日本青年会議所の運動展開をご理解いただくことができました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

目次へ 
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2023年度 

拡大成功事例 
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(全員拡大委員会) 

LOM規模 110名以下(沖縄地区沖縄ブロック那覇 JC) 

沖縄地区沖縄ブロック那覇 JC では、2023年度当初の人数 51名であり、4月に最も会員拡大を進め単月で LOM

の 19.6％となる入会者 10名を含め、年間累計入会者 31名の純増率 135.3％を達成した。 

拡大成功の特徴として、3年計画で取り組んだことが挙げられる。 

3年前に 100名組織をつくると決め、単年だと理想の計画が作れないと判断し、毎年委員長が代わる中でも大きな

枠組みは崩さず、各会員全員で拡大に取り組み実現した。 

当初より会員の減少の課題認識があり予定者段階から常に各会員が拡大に対する意識をするように、毎月拡大状

況の動画配信や会議ごとの報告など会員拡大に関する情報共有に努めた。また女性会員の拡大をベースに、今

まで居なかった業種を増やすことも取り組みの目的に掲げ、会員拡大の取り組みを各リーダーが声掛けや行動を

起こしその姿勢で示した。その結果、常に会員拡大をしようという意識が醸成され、会員各々が拡大への声掛けを

行うようになった。会員拡大を行う期限を 6月までと設定し、期限までを逆算して全員が会員拡大委員会であると

いう意識のもと行動に移したことが大きな要因となった事例である。 

 

 

 

(共感出来る仲間作りをしよう！感謝し続ける！取り組み) 

LOM規模 50名以下(関東地区東京ブロック国分寺 JC) 

関東地区東京ブロック国分寺 JCでは 2023年度当初の人数 37名であり、1月に最も会員拡大を進め単月で

LOMの 29.7％となる入会者 11名を含め、年間累計入会者 19名の純増率 121.62％を達成した。 

拡大成功手法の特徴として、予定者段階である前年 11月での入会見込みが 0名であったことから危機感を共有

したことにあった。まず異業種交流会の開催を 11月に決定し動員へと動いたが、異業種交流会において拡大委

員会メンバーしか動員を出来なかった。 

予定者段階でのこの異業種交流会の実施と結果をもとに LOM メンバーの参加率の向上がテーマとなった。そこ

で LOM全体の意識醸成に向けて取り組んだことは、賀詞交歓会に新入会員を全員登壇させるためにこまめに連

絡を取ることを徹底して行い、拡大に向けてリーダーが率先して動き、人脈の広がりを自ら作り、直接の知り合いで

なくても知り合いの知り合いからの紹介を生み出した。そうすることによって異業種交流会の参加率が向上し対象

者を連れていけなくてもまずメンバーが参加してくれるようになった。 

定期的に LOM メンバーと候補者が触れ合う機会を創出することと新入会員の活躍する場面を作ってあげること、

共感出来る仲間作りを行い、仲間に感謝し続ける取り組みが結果に結びついている事例のひとつである。 

 

 

 

(すぐ動く、すぐ報告する) 

LOM規模 50名以下(北陸信越地区長野ブロック伊那 JC) 

北陸信越地区長野ブロック伊那 JCは、2023年度当初の人数は 30名であり、5月に最も会員拡大を進め単月で

LOMの 40％となる 12名の入会を含め、累計入会者数 18名の純増率 140％を達成した。 

拡大成功手法の特徴として、シニアとの連携が挙げられる。 

アポ取り、紹介者へのお礼と報告をすぐにして時間を置かない。当初から理事メンバー経験者の減少による会員

拡大の必要性への意識低下や入会者情報収集など様々な要因により会員拡大への課題が浮き彫りとなってい

た。そこで予定者段階から新入会候補者の増員へ取り組みを進め、SNSの活用やシニアとの連携強化に取り組み

ました。取り組みの強化により増加した、様々な入会者に関するメンバーへ情報に対して「すぐ動く、すぐ報告す

る」と情報共有のレスポンスを意識したことによって、会員拡大に対する意識の温度感がメンバーと一体になった事

例である 
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(LEGEND OF THE YEAR) 

LOM規模 50名以下(近畿地区大阪ブロック茨木 JC) 

近畿地区大阪ブロック茨木 JCは、2023年度当初の人数は 47名であり、3月に最も会員拡大を進め単月で LOM

の 34％となる 16名の入会を含め、累計入会者数 55名の純増率 217％を達成した。 

本年 100名 LOM復帰を目指した茨木 JCは、63年間の歴史の中で 23名増が過去最高であり、今年その過去最

高を上回る入会者数 55名を達成し、102名となり目指していた 100名 LOM復帰となった。 

今回の拡大成功の要因は、理事長が「100名 LOM復活」を目指すことを明確に掲げ、会員拡大を最前線でやると

いう背中を見せ続けたことにある。当初の課題は、会員拡大は拡大委員会が行うという担当制部分を強く感じてい

たメンバーが多くいたが、「そうではないよ」という意識づけが組織の課題にあった。 

そこで、会員拡大を他人事にしないという取り組みのひとつとして「対話重視」を徹底した。会員拡大の通年議案に

も「膝と膝を突き合わす」という言葉を明確に盛り込み、一人ひとりから自然と協力が得られるようにコミュニケーショ

ンを取っていく環境と仕組みを構築した。その過程ですごく大切にした取り組みは、理事長をはじめ拡大担当委員

長が「100名 LOM復帰」の必要性を大切なメンバーひとりひとりに向き合い一人ひとりに丁寧に伝えていったこと。

そこから協力が生まれ候補者リストアップの数が増えていき、委員会がクロージングを行っていった。目には見えな

い具体的な変化は、メンバーが「100名 LOMを目指すという旗印」に向けて徐々に取り組みへの熱を帯びていっ

たこと。その明確な目標を掲げ、丁寧に伝えていった結果、入会したばかりの新入会からの紹介からの入会が増え

ていったことは「100名 LOM復帰」への一つの大きな要因である。63年間の中で 23名入会が過去最高であり、

本年 55名の入会を達成し 102名となった。みんなで掴んだ 100名 LOM復帰。LOM共通ではないかもしれない

が、拡大活動を通じて感じたことは、入会を勧められた人はまちにたくさん溢れており、その紹介や勧誘によって

JCから遠ざかっていった人も多くいるのではないだろうか。単に勧誘するのではなくて、取り組みの意義等をしっ

かりと伝えていく必要がある。またそれは相手の想いを聞くことから始める必要があるのではないだろうか。対話とい

うものはそういうことである。 

 

 

 

(SURPRISE THE CITY~期待を超えていこう~) 

LOM規模 50名以下(近畿地区大阪ブロック箕面 JC) 

近畿地区大阪ブロック箕面 JCは、2023年度当初の人数は 30名であり、1月に最も会員拡大を進め単月で LOM

の 20％となる入会者 6名に加え、年間累計入会者は 14名と純増率 133.3％を達成した。 

拡大成功手法の特徴として、2月に山形 JCの鈴木先輩に講演を依頼し、②理事長が各諸会議で必ず会員拡大

の話題に触れたこと、③11月例会で地域参加型のファッションショーを企画実施すること、この 3つが挙げられる。 

2月の段階で会員拡大に関する講師をお招きして講演を実施したことで、「会員拡大は全員で行うものであり LOM

の説明も全員ができるようになる必要がある」という意識が芽生え、メンバー全員が楽しみながら力を合わせて、会

員拡大を盛り上げていく機運が高まる機会となり「会員拡大を行う 1年にするぞ」という理事長の思いが会員各位

に伝わり、拡大へのモチベーション向上につながりました。またこれらの意識づけは予定者段階から会員拡大の推

進方針に触れていたことが背景にあり、その上で実施した 2月例会の取り組みが会員への意識醸成につながった

ことが見て取れます。また年間を通じて各諸会議の場で理事長が必ず会員拡大の話題に触れることで、会員拡大

意識を組織としての常態化を推進しました。またコロナ禍明けでもあった本年は、これまで対外向けに事業を控え

関係交流人数が減少していた課題の克服と活動をアピールする機会がなかったこともあり、地域住民に必要とされ

る組織づくりが大切であることを具現化すべく、11月例会において地域住民参加型のファッションショーベースとし

た例会事業の企画を実施し組織理解を進めて参りました。会員拡大に向けてリーダーが予定者段階から会員拡

大への意識づけを行い、その結果入会 3年未満のメンバーも拡大に関心を持ち、リストアップの際には各メンバー

から声かけの数が増えていき、1月時点で 6名の入会結果につながる結果となった。すでに青年会議所だけじゃ

なく他団体との横のつながりを醸成するとよかったとの次なる工夫への意見が出ていることから、会員拡大は常日

頃からの積み重ねと意識づけが重要であると感じる事例である。 

 

 



45 
 

(変化と挑戦！今までのやり方ではわからない) 

LOM規模 50名以下(近畿地区大阪ブロック守口門真 JC) 

近畿地区大阪ブロック守口門真 JCは、2023年度当初の人数は 40名であり、7月に最も会員拡大を進め単月で

LOMの 40.7％となる入会者 24名を含め、年間累計入会者 24名と純増率 137.5％を達成した。 

まず拡大成功手法の特徴として、従来は拡大委員会を設けておらず、当年度はメンバーひとりひとりに対して拡大

の必要性を伝える機会を個別に設け会員拡大を推進した。 

5月にメンバー全員に対して会員拡大の必要性をお伝えし、常に進捗を聞くようにした。また一人 1名をつなげて

いただきたいという取り組みを集中的に 1カ月だけ行った結果、6月に一極集中して会員拡大に成功した。 

当初、前年拡大委員会を設けていないことに加え、2021年に入会した 21人の多くが退会や卒業となり、現在 4名

しか残っていない状況があった。そこには懇親会の場などでの勢いで入会に繋げていた過去への反省が課題に

あった。そこで過去の拡大委員長のところへ出向き、拡大とは何かということをヒアリングした。過去例年退会者が

多かったところに疑問を抱き、退会抑止と入会方法を考えた。 

LOM全体の意識醸成について、拡大が苦手な人がいることも理解して、逆に入会した人へのフォローなど組織内

で役割分担が生まれたことで、退会者を抑えることもできた 

会員拡大が苦手なリーダーもいる中で、得意な人にリーダーがしっかりとお願いをし、それを受けて全体で協働心

が生まれたことも要因である。 

 

 

 

(メンバーの当事者意識向上を図った全員での会員拡大の取り組み) 

LOM規模 30名以下(九州地区福岡ブロック山門 JC) 

九州地区福岡ブロック山門 JCは、2023年度当初の人数は 21名であり、3月に最も会員拡大を進め、単月で

LOMの 14.3％となる入会者 3名を含む、年間累計入会者 6名と純増率 119％を達成した。 

拡大成功の特徴として、拡大を目的とした例会オブザーブからの個別でのクロージングの徹底です。まずは例会

に来ていただき、そこから複数名でアプローチこの取り組みにより会員拡大の促進につなげたところが要因であ

る。 

当初は、入会を勧めづらいと感じているメンバーが多く、メンバーの協力がなかなか得られないという課題を認識し

ていた。しかし予定者段階で、会員資格制度の変更を決断し着手することで、担当委員会からの発信や声掛けな

ど LOM全体の意識醸成につながった。組織のルールを見直して改革を行い、環境を整えオブザーバーへの声

掛けに動いたことで、メンバーが会員拡大に協力しようとする意識が芽生えた結果、メンバーの当事者意識向上を

図った全員での会員拡大の取り組みにつながった事例である。 

 

 

 

(尊敬尊重 新時代に強い組織を) 

LOM規模 20名以下(北陸信越地区福井ブロック大野 JC) 

北陸信越地区福井ブロック大野 JCは、2023年度当初の人数は 13名であり、2月に最も会員拡大を進め、単月

で LOMの 53.8％となる入会者 7名を含む、年間累計入会者数 12名の純増率 184.6％を達成した。 

拡大成功手法の特徴として、自分の近しい人間に声をかけて入会促進を行い、個人個人の関係性を重要視して

取り組みを行った。メンバー全員の知り合いに声をかけていく基本に忠実に取り組みを行った背景は、昨年度周年

が重なり、メンバー全員で動けなかったので事業とのバランスということが当初認識していた課題であったことでし

た。予定者段階から、理事長予定者みずからが理事会、正副役員会議等の諸会議で徹底した声掛けを行い

LOM全体の意識醸成を図った結果、メンバーそれぞれに「理事長が拡大実績を上げているのでメンバーもやらな

きゃ」という意識が芽生え組織変革していった。LOMの規模としては親しい仲の会の運営になるので青年会議所

の在り方をメンバーに考えてもらった結果、尊敬尊重･新時代に強い向けた組織を進めることができた事例です。 
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(未来につなぐ伊勢原へ) 

LOM規模 20名以下(関東地区神奈川ブロック伊勢原 JC) 

関東地区神奈川ブロック伊勢原 JCは、2023年度当初の人数は 22名であり、5月に最も会員拡大を進め、単月

で LOMの 36.4％となる入会者 8名を含む、年間累計入会者数 8名の純増率 118.18％を達成した。 

拡大成功の特徴は多くの方に参加していただける事業を実施したことが挙げられる。参加者年齢 40歳以下を対

象として、JICA地球ひろばで SDGsを学び、築地で食事をするバスツアー事業を実施。LOM人数に相当する 19

名の方に参加いただいた事業である。当初 2022年に 14名の会員拡大実績を挙げ、その機運から持続的な拡大

活動へ移行するという課題認識を持ち、予定者段階から、会員拡大の目標 12名は必達ということを組織内の至る

所で伝え続けた。こう言った状況の中で、全員で取り組む会員拡大が理想ではあるものの、その実現はなかなか

難しいことも多くある。まずは、会員拡大の取り組みができるメンバーが率先して動員の働きかけを行い、バスツア

ー等の事業では、動員したメンバーでは無いメンバーと候補者が交流できる仕組みを構築し、委員会メンバーがク

ロージングを行った。このような一連の取り組みを拡大担当委員会のメンバーが中心となって背中を見せる活動を

行い、他のメンバーやシニアの先輩方も候補者へお声がけを行う意識が高くなっていった。小人数 LOMだと、他

の事業に人や意識を取られ会員拡大まで意識が回らない傾向がある。その中でも昨年の勢いを持続させようという

LOMの意識醸成が未来につなぐ伊勢原へ成功の秘訣であると考える。 

 

 

 

(がむしゃら！) 

LOM規模 20名以下(中国地区山口ブロック柳井 JC) 

中国地区山口ブロック柳井 JCは、2023年度当初の人数は 4名であり、3月に最も会員拡大を進め単月で LOM

の 200％となる入会者 4名を含め、年間累計入会者数 8名の純増率 275％を達成した。 

拡大成功手法の特徴として、各諸会議での会員拡大に関する情報共有の徹底である。 

拡大リストを作成して理事メンバー等の役員が数名ずつ候補を挙げて、相手を見て対応の検討を進めていった。

当初より候補者が少ない地域柄であることが不安要素と課題であった。毎年予定者段階より会員拡大候補者リスト

は引き継がれており、予定者段階より理事長自らが常に例会･各諸会議の場で会員拡大への協力を促し、先頭を

切って動く姿勢を見たメンバーみんなが、「支援しよう･ついていこう」という意識が醸成され以前は入会候補者に関

する情報すら出なかったメンバーが対象者の情報を出すように変化していった。4名から 12名までの会員拡大に

成功した自信を持ってここからは退会者を出すことなく発展していく取り組みも進めていく。 

 

 

 

(YES WE CAN) 

LOM規模 20名以下(九州地区佐賀ブロック陶都有田 JC) 

九州地区佐賀ブロック陶都有田 JCは、2023年度当初の人数は 4名であり、2月に最も会員拡大を進め単月で

LOMの 50％となる入会者 2名を含め累計入会者 6名の純増率 250％を達成した。 

今回の拡大成功の特徴として、交流会の推進が挙げられます。 

当初、住み暮らす地域に青年団体が多いと感じており、地場産業の陶磁器に関わる業種が多い事で内向きの社

会活動を行うことが多い中で他業種への関心がないことに気づきました。そこで、予定者段階より例会の開催を会

員拡大にフォーカスして、主に経営者や後継者または社会人としてのマナーなどから社会貢献にいたるまでの学

びごとなど、地域に住み暮らす入会候補者の方々が気にされていることに合わせた交流会を年間通して行うよう取

り組みを進めた。率先して候補者とお会いし対話を積み重ねることで、他のメンバーも会員拡大について意識を持

つようになった。また LOMの存続意義を多くのメンバーが気にかけるようになり、仲間意識の向上、特に他人任せ

に出来るような人数ではないため一人ひとりが役割を持つようにブロック連携の機会を創出し、入会時から LOM メ

ンバー全員が出向の機会があるということを伝えた拡大推進を図っていった。 

地域の実状に合わせた愚直な取組の積み重ねと入会時から出向という学びの機会があるということを魅力として伝

えることで、より積極的な活動を行える人材育成につながる事例である。 
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(シニアも現役も JCに在籍していたメンバーでの拡大) 

LOM規模 20名以下(九州地区鹿児島ブロック屋久島 JC) 

九州地区鹿児島ブロック屋久島 JCは、2023年度当初の人数は 1名であり、2月に最も会員拡大を進め単月で

LOMの 200％となる入会者 2名を含め純増率 300％を達成した。 

今回の拡大成功の特徴として、シニアの先輩方からの協働を支援が挙げられる。当初はひとりで活動する中で、1

名でも多くの会員拡大を行うために、シニアの先輩方も個人的に色々な方々にお声がけに動いていただいた。飲

食店をされている先輩が同世代のお客さんにお声がけを積極的に行っていただいたその中で 2名の入会につな

がった。これまでは、メンバーがひとりであった不安の中から、メンバーが増えたことで、次に向けての意欲などがで

てきた。また先輩方や他 LOMのメンバーにも新メンバーに対して取り組みに関する様々な助言を行っていただく

ことで、これまではひとりでの事業が出来なかったが、これからは LOMの事業推進に取り組んでいきたい。現役メ

ンバーはもちろん人数の少ない LOMはシニアの先輩方の力を借りると拡大につながりやすいことを本書の読者に

伝えたい。 

 

 

 

 

 

本章では、アワードノミネートとなった LOMに対して拡大成功の特徴や要因、当初認識していた課題をはじめ

次年度段階での備えや取り組み、リーダーがどのように動きメンバーがどのように変化して結果に結びついていっ

たのか LOMの規模別に実践された様々な取り組みを集積したものです。 
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